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あなたと議会を
結
ぶ
架
け
橋

ご意見を
お寄せ
ください

本議会の
内容を確認
できます

　
今
年
の
冬
は
暖
冬
小
雪
で
、
冬

期
の
事
業
関
係
者
に
と
っ
て
は
大

変
厳
し
い
冬
と
な
っ
て
し
ま
い
、

春
が
早
く
来
た
と
喜
ん
で
い
ら
れ

な
い
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。

　
３
月
７
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で

３
月
議
会
が
開
か
れ
、
28
年
度
の

当
初
予
算
の
審
査
が
行
わ
れ
活
発

な
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
わ
か
り
や
す
く
読

み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指

し
、
編
集
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
道
な
か
ば
で
あ
り
ま
す
が
、

今
後
も
委
員
一
同
努
力
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
の
ご
感
想
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
回
の
「
議
会
開
催

の
お
知
ら
せ
」
で
ミ
ス
が
あ
り
、

皆
様
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た

事
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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フェイスブックにより議会の活動報告を行ってい
ます。インターネット回線を使い、会員登録する
ことで議会での動きが何時でも確認できます。

❶ 湯沢町ホームページから
❷ 町議会情報を選択
❸ 本会議録音音声中継を選択
❹ 目次から、日付を選択してください。

本会議の内容を
インターネットとラジオで
確認できます。

お寄せ頂いたご意見は今後の議会だより
づくりの参考にさせて頂きます。

●ご意見は300字程度にまとめてお送りください。
●ご住所、氏名（実名）、年齢、性別、電話番号を
明記してください。

●お寄せいただいたご意見・個人情報は議会内で
厳重に管理し、目的以外での使用は致しません。

●ご意見の内容にかかわらず個々の回答は控えさ
せて頂きます。

湯沢町議会は、
みなさまからのご意見・
ご提案をお待ちして
おります。

一般質問には、FMゆきぐにに
よる音声配信をしています。

宛先
郵送
FAX
Eメール

湯沢町議会事務局
〒949-6192 湯沢町大字神立300番地
025-784-3510
gikai@town.yuzawa.lg.jp
http://www.facebook.com/yuzawamachi.gikai/ USTREAMによる、インター

ネット中継配信を行っています。

インターネットにより本会議の
音声配信を行っています。

対象

申込
方法

町内において活動するグループ・団体でおおむ
ね10名以上の会合等。　
専用申込書に必要事項を記入し、湯沢町議会事
務局へご持参いただくか、FAXで送信またはご
郵送ください。Eメールで必要事項を送信してい
ただいても受け付けます。　
申し込み受け付け後、担当の委員会で検討した
上で、開催可否を決定し、ご連絡いたします。
※専用申込書は、
　議会事務局に
　置いてあります。

湯沢町議会事務局
〒949-6194 南魚沼郡湯沢町大字神立300番地
TEL.025-784-3115  FAX.025-784-351
Eメール gikai@town.yuzawa.lg.jp

議員と「まちづくり」について意見交換しませんか

出張意見交換会
　湯沢町議会は、議会運営及び議員の活動に関す
る基本事項を定めた「湯沢町議会基本条例」を昨年
の4月に制定しました。

◆議会基本条例　5条-2より
「議員は地域、組織、団体等町民との意見交
換の場へ積極的に参加し、また場を設けて広
く意見を聴き、政策立案強化を図る責務を有
する」
　これに基づき、議会との意見交換会を希望するグ
ループ・団体のみなさまのところへお伺いします。

お申し込み
お問い合せ先

九州地方の震災で被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。
一日も早く混乱が終息することと
尽力されている皆様の安全とご活躍をお祈り申し上げます。

上熊野の水芭蕉　平成２８年4月3日撮影上熊野の水芭蕉　平成２８年4月3日撮影

平成28年度3月議会（3月7日～23日）
当初予算の審査及び
町長の施政方針に対する代表質問など
白熱した議論が展開されました。
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平成28年度 一般会計　主な支出 一般会計
予　算

平成28年度

58
億
7
、5
0
0
万
円
前
年
比
12・2
％
減

8
億
1
、4
0
0
万
円
減

企業会計

特別会計

一般会計における町民1人当たりの貯金（基金）と借金（債務）

平成28年度一般会計当初予算は、慎重審議の結果、賛成多数により可決されました。

※平成28年3月末、住民基本台帳人口8,144人より算出

支 出資本的
病 院 事 業

1億4,254万1,000円1億2,406万1,000円
収 入 1億3,789万6,000円1億2,306万1,000円
支 出収益的 2億5,276万7,000円2億5,697万7,000円
収 入 1億9,281万1,000円2億 774万1,000円
支 出資本的

水 道 事 業

下 水 道

1億4,568万0,000円1億7,199万3,000円
収 入 200万6,000円320万0,000円
支 出 3億8,013万6,000円3億6,297万2,000円

前年比（％）
収 入 4億1,898万9,000円4億0,897万2,000円

収益的

平成27年度予算額平成28年度予算額

15億9,400万4,000円15億2,353万5,000円
介 護 保 険 8億3,848万0,000円8億6,410万5,000円
後期高齢者医療 8,911万4,000円8,740万8,000円
国民健康保険 減　2.7％

減　1.9％
増　3.1％
減　4.4％

減　2.4％
減　4.5％
増　60.0％
増　18.1％
増　7.7％
増　1.7％
減　10.8％
減　13.0％

12億8,218万7,000円12億4,771万6,000円

貯　　金（基 金） 19万円21万円
借　　金（債 務） 47万円

16万円
48万円35万円

会　計　名 前年比（％）平成27年度予算額平成28年度予算額

平成27年度末見込 平成28年度末（予定）平成26年度末

歳入
58億

7,500万円

歳出
58億

7,500万円

町税
37億4,154万9,000円
（55.9％）

総務費
14億3,598万9,000円
（21.5％）

衛生費 
6億4,723万円（9.7％）

民生費 
9億3,793万8,000円（14.0％）

繰越金 5,000万円（0.7％）

議会費 
6,501万2,000円（1.0％）

諸収入 
1億6,234万8,000円（2.4％）
町債
2億5,530万0,000円（3.8％）

地方譲与税 
5,100万円（0.8％）

負担金
262万6,000円（0.0％）
地方交付税
1億6,500万円（2.5％）

使用料・手数料
8,630万6,000円（1.3％）

国庫支出金
4億7,397万1,000円（7.1％）

県支出金
3億1,901万2,000円（4.8％）

財産収入
7,888万1,000円（1.2％）

寄付金 1,500万1,000円（0.2％）
繰入金 3億600万4,000円（4.6％）

予備費 2,500万円（0.4％）

災害復旧費 
1,916万9,000円（0.3％）

普通財産取得費 2,000万円（0.0％）

消防費 
3億7,531万4,000円（5.6％）

商工費 
2億420万5,000円（3.1％）
農林水産業費 
8,764万6,000円（1.3％）

労働費 
227万6,000円（0.0％）

公債費 1億9,487万2,000円（2.9％）

教育費 3億6,207万円（5.4％）

交付金
1億6,800万2,000円（2.5％）

土木費
15億1,827万7,000円（22.7％）

湯沢町総合戦略 主な事業 他会計への繰出金・補助金

補　助　金 指 定 管 理 料

●子ども医療費無料化……………… 330万円
●U・Iターン促進住宅支援モデル事業…260万円
●新幹線通勤支援…………………… 360万円

●緊急避難体制整………………… 2,050万円
●外国人観光客の誘客…………… 1,100万円
●広報戦略アドバイザー…………… 200万円

●国民健康保険特別会計…… 1億2,175万円
●後期高齢者医療特別会計………… 2,181万円
●介護保険特別会計………… 1億4,073万円

●下水道事業特別会計……… 6億1,000万円
●水道事業会計…………………… 1,272万円
●病院事業会計…………… 1億5,493万円

●湯沢町観光協会………………… 8,300万円
●湯沢町社会福祉協会…………… 2,830万円
●ユースポ運営費…………………… 757万円

●湯沢町商工会……………………… 400万円
●路線バス運行補助金
　（大源太線・苗場線・蓬橋線・六日町線・森宮野原線）
　…………………………………… 2,675万円
●元気な観光地づくり推進事業… 650万円

●中央公園………………………… 6,700万円
●歴史民俗資料館「雪国館」……… 900万円
●大源太キャニオン青少年旅行村……398万円
●山鳥原公園………………………… 390万円

●道の駅「みつまた」……………… 900万円
●体験工房「大源太」……………… 400万円
●共同浴場…………………………… 500万円
●児童クラブ………………………… 701万円

穴沢公園トイレ建設
1,600万円

湯沢高原ロープェイ関連施設整備
1億143万円

西テニスコート改修等（　　　　　）
6,200万円

ごみ収集運搬
1億940万円

フットサルコート1面等
昨年と合わせて2面になる
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3月10日

質
問
者
　
岸 

野
　
雅 
人

　
　
　
基
本
方
針
中
、連
携
・
協
働
が

　
　
　
あ
ま
り
記
さ
れ
て
い
な
い
し
、

そ
れ
に
関
し
て
湯
沢
町
観
光
協
会
の
名

が
登
場
し
な
い
。な
ぜ
か
。

　
ま
た
、昨
年
と
同
じ
作
文
が
多
い
。

直
し
な
が
ら
だ
か
ら
全
体
バ
ラ
ン
ス
が

悪
く
な
る
。例
え
ば
、町
観
光
協
会
の

運
営
費
補
助
に
２
、０
０
０
万
円
支
出

す
る
の
に『
支
援
す
る
』と
も
記
さ
れ
て

い
な
い
。

　
　
　
施
政
方
針
は
方
針
と
施
策
を

　
　
　
示
す
も
の
で
、個
々
具
体
的
な

実
践
方
法
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

　
協
働
は
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
通

り
基
本
と
考
え
て
い
る
。

　
次
は
全
体
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
る
。

　
　
　
防
災
ラ
ジ
オ
配
付
の
見
通
し

　
　
　
は
。

　
ま
た
、三
俣
地
区
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
整
備
に
つ
い
て
は
、２
年
以
内
程
度

で
結
論
を
出
せ
な
い
の
か
。

　
　
　
難
聴
地
区
の
解
消
後
に
全
戸

　
　
　
配
付
へ
進
む
。28
年
度
は
二
居
、

で
き
れ
ば
29
年
度
に
三
俣
の
難
聴
解
消

に
取
り
組
み
た
い
が
、光
フ
ァ
イ
バ
ー

と
な
る
か
ど
う
か
は
エ
フ
エ
ム
ゆ
き
ぐ

に
と
協
議
中
。

　
い
つ
と
は
言
え
な
い
が
、早
急
に
防

災
情
報
伝
達
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。

　
　
　
湯
沢
学
園
は
建
物
と
体
制
で

　
　
　
充
実
を
言
う
の
で
は
な
く
、目

標
と
実
践
を
も
っ
て『
子
育
て
の
湯
沢

ブ
ラ
ン
ド
』と
言
わ
れ
る
べ
く
取
り
組

む
べ
き
と
思
う
が
。

※
質
問
の
意
味
を
よ
く
伝
え
き
れ
ま
せ

　
ん
で
し
た
。

　　
　
　
企
業
誘
致
は
国
の
人
材
活
用

　
　
　
と
あ
る
が
方
針
や
構
想
は
な
い

の
か
。

　
　
　
そ
れ
も
合
わ
せ
て
、国
の
人
材

　
　
　
や
広
報
戦
略
官
と
検
討
し
て

行
く
。

　
　
　
医
療
費
18
歳
ま
で
無
料
化
、費

　
　
　
用
の
増
加
分
は
い
か
ほ
ど
か
。

　
　
　
10
月
か
ら
の
半
年
分
で
３
３
０

　
　
　
万
円
。

町
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

生
活
福
祉
常
任
委
員
会

当
初
予
算
案
提
案
に
合
わ
せ
施
政
方
針
が
述
べ
ら
れ
ま
す
。湯
沢
町
議
会
で
は
、

分
野
ご
と
に
常
任
委
員
会
で
課
題
や
疑
問
を
話
し
合
い
、町
長
に
質
問
を
し
ま
す
。

施
政
方
針
は
、広
報
ゆ
ざ
わ（
3
月
27
日
発
行
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

質問質問 答弁質問答弁

質問質問 答弁質問答弁質問答弁

質問答弁質問答弁

質問答弁質問答弁 質問答弁

質問答弁 答弁

質問答弁質問答弁

質問答弁

質
問
者
　
宮 

田
　
眞
理
子

　
　
　
国
保
税
引
き
上
げ
を
視
野
に

　
　
　
入
れ
、安
定
運
営
の
確
保
を
目

指
す
と
い
う
が
平
成
30
年
度
か
ら
の
新

制
度
移
行
に
よ
る
町
の
メ
リ
ッ
ト
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

　
ま
た
、医
療
費
通
知
、後
発
医
薬
品

通
知
は
、患
者
側
を
委
縮
さ
せ
る
よ
う

に
感
じ
る
が
ど
う
か
。文
言
・
表
現
に

つ
い
て
は
気
を
付
け
る
べ
き
だ
。

　
　
　
県
が
市
町
村
と
共
に
国
保
の

　
　
　
運
営
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

　
国
か
ら
の
追
加
財
政
支
援
に
よ
り
、

町
の
財
政
負
担
が
あ
る
程
度
軽
減
さ
れ

る
と
見
て
い
る
。高
額
医
療
費
も
県
が

主
体
と
な
る
こ
と
で
分
散
さ
れ
安
定
す

る
。

総 

合 

戦 

略

観
光
振
興
・
雪
国
観
光
圏

国
民
健
康
保
険
事
業

町
税
の
賦
課
と
徴
収

商 

工 

振 

興

環 

境 

衛 

生

住
民
健
診
・
が
ん
検
診

人
間
ド
ッ
ク

質
問
者
　
田 

村
　
計 

久

　
　
　
外
国
人
観
光
客
の
増
加
、ワ
ー

　
　
　
ル
ド
カ
ッ
ブ
の
開
催
効
果
、北

陸
新
幹
線
開
業
の
影
響
が
な
い
こ
と
な

ど
、湯
沢
を
取
り
巻
く
経
済
状
況
が
好

転
し
て
い
る
と
の
分
析
は
あ
る
が
、雪

国
湯
沢
を
ア
ピ
ー
ル
し
ブ
ラ
ン
ド
に
な

る
よ
う
取
り
組
む
と
は
、具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
政
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
世
界
的
に
雪
不
足
の
中
行
な
わ

　
　
　
れ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
安
定

し
た
ス
キ
ー
場
の
状
態
を
世
界
に
発
信

し
、ま
さ
に
ブ
ラ
ン
ド
化
に
寄
与
し
た
。

　
雪
国
観
光
圏
に
よ
る
雪
国
文
化
の

深
堀
り
や
商
品
化
、小
説
雪
国
な
ど
の

他
、雪
国
観
光
圏
の
観
光
資
源
も
活
用

し
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
雪
国
観
光
圏
が
担
う
が
、

観
光
協
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
進
め
る
。

　
　
　
商
工
業
の
支
援
と
あ
る
が
、高

　
　
　
齢
化
や
人
手
不
足
で
地
域
経

済
は
衰
退
し
て
い
る
。こ
の
経
済
状
況

で
は
若
者
が
就
業
で
き
る
職
場
も
な
く

深
刻
だ
。外
国
人
労
働
者
の
定
住
化
の

話
し
も
あ
る
中
、町
の
支
援
と
対
策
は
。

　
　
　
商
工
会
の
取
組
み
を
支
援
し
、

　
　
　
若
者
の
定
住
の
た
め
に
通
年
観

光
を
目
指
し
、働
く
場
の
確
保
に
努
め

る
。

　
当
面
は
外
国
人
労
働
者
に
頼
る
場

面
も
あ
る
。

　
住
民
登
録
が
増
え
た
１
５
７
人
中
70

数
人
が
外
国
人
。先
進
地
事
例
を
研
究

し
た
い
。

　
　
　
平
成
35
年
供
用
開
始
予
定
の

　
　
　
新
ご
み
処
理
施
設
の
計
画
に

合
わ
せ
、長
期
的
な
視
野
で
ご
み
の
リ

サ
イ
ク
ル
・
堆
肥
化
・
CO2
対
策
・
減
量

化
な
ど
、わ
が
町
の
観
光
事
業
者
を
対

象
に
で
き
る
対
策
が
な
い
か
調
査
検
討

を
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
ご
指
摘
の
こ
と
は
事
業
所
ご
と

　
　
　
の
処
理
が
良
い
と
思
う
の
で
、

今
後
調
査
研
究
を
し
ま
す
。

　
　
　
２
年
続
け
て
課
税
誤
り
。税
務

　
　
　
課
の
人
的
体
制
の
再
構
築
、職

員
教
育
の
徹
底
等
、再
発
防
止
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、滞
納
額
の
縮
減
に
大
口
滞
納

者
に
対
す
る
取
り
組
み
な
ど
、町
長
自

ら
先
頭
に
立
っ
て
事
案
に
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
。

　
　
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、担
当

　
　
　
が
変
わ
っ
て
も
解
る
よ
う
に

し
、チ
ェッ
ク
対
策
も
し
っ
か
り
し
て
い

く
。

　
滞
納
に
対
し
て
は
処
分
・
差
し
押
さ

え
・
分
納
等
対
応
を
し
て
い
る
。必
要

が
あ
れ
ば
出
て
い
く
。

　
そ
れ
ら
の
通
知
だ
が
、委
縮
さ
せ
よ

う
な
ど
と
い
う
意
図
は
な
い
。

　
　
　
予
防
事
業
に
お
い
て
新
た
な
取

　
　
　
り
組
み
が
必
然
と
思
う
。働
き

盛
り
の
人
が
次
々
に
脳
疾
患
に
倒
れ
て

い
る
。

　
脳
ド
ッ
ク
の
再
開
、勧
奨
を
図
る
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
予
防
事
業
と
並
行
し
て
行
う

　
　
　
こ
と
で
効
果
が
あ
る
と
思
う
。

　
過
去
に
脳
ド
ッ
ク
を
行
っ
た
際
に
は

受
診
者
が
少
な
か
っ
た
が
、要
望
が
多

け
れ
ば
考
慮
す
る
。

平成
28
年度

当
初
予
算
審
査
特
別
委
員
会

(
3
月
15
日
〜
17
日
）

特別委員長
髙　橋　政　喜

　
　
　〈
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
交
流
補
助
事
業
〉

　
　
　
国
交
省
が「
マ
ン
シ
ョ
ン
標
準
管
理

規
約
」を
改
正
し
、管
理
費
に
つ
い
て
、夏

祭
り
等
の
費
用
に
充
当
す
る
こ
と
を
禁
止

と
し
た
、そ
れ
を
受
け
て
の
町
と
し
て
の

対
応
は
。

　
　
　
今
後
、改
正
さ
れ
た
標
準
管
理
規

　
　
　
約
に
則
し
て
規
約
を
改
正
し
た
団

体
に
対
し
て
は
、補
助
は
難
し
い
も
の
と

解
す
る
。申
請
団
体
の
規
約
を
精
査
し
、

事
案
に
対
応
し
た
い
。

　
　
　〈
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定
〉

　
　
　
成
果
が
み
ら
れ
な
い
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
が
状
況
は
。

　
　
　
過
去
に
建
設
し
た
公
共
施
設
の
洗

　
　
　
い
出
し
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り

効
率
的
な
管
理
を
標
榜
す
る
も
の
で
あ
る
。

新
年
度
に
つ
い
て
は
8
0
0
万
程
度
の
予

算
と
な
っ
た
が
、計
画
策
定
及
び
固
定
資

産
台
帳
の
整
備
を
実
施
す
る
。策
定
を
実

施
し
な
い
場
合
、交
付
金
の
減
額
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
る
。

　
　
　〈
新
幹
線
通
勤
補
助
金
〉

　
　
　
多
額
な
予
算
計
上
で
あ
る
が
、今

後
の
展
望
は
。

　
　
　
上
限
5
万
円
で
、通
勤
手
当
の
１

　
　
　
/
2
の
補
助
を
実
施
す
る
も
の
で

あ
る
。現
状
は
制
度
設
計
の
段
階
で
、5

年
間
の
事
業
展
開
を
想
定
。

　
　
　〈
定
住
促
進
関
連
事
業
〉

　
　
　
こ
れ
ら
の
施
策
の
実
施
す
れ
ば
、

若
者
を
当
町
に
呼
び
込
む
効
果
が
あ
る
の

か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
が
、ど
う
か
。

　
　
　
生
産
年
齢
人
口
年
齢
の
方
々
を

　
　
　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。こ
れ
ら

事
業
の
み
で
な
く
、町
一
丸
で
、複
合
・
総

合
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

　
　
　〈
湯
沢
高
原
の
契
約
更
新
〉

　
　
　
検
討
の
進
捗
状
況
は
。契
約
が
否

決
と
な
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

　
　
　
現
段
階
で
は
申
し
上
げ
る
こ
と
は

　
　
　
な
い
。契
約
が
否
決
と
な
れ
ば
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、そ
れ
以
降
の
営
業
は

出
来
な
い
。議
員
の
み
な
さ
ん
の
良
識
の

あ
る
判
断
を
信
じ
る
。

総 

務 

部

代
表
質
問
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3月10日

質
問
者
　
岸 

野
　
雅 

人

　
　
　
基
本
方
針
中
、連
携
・
協
働
が

　
　
　
あ
ま
り
記
さ
れ
て
い
な
い
し
、

そ
れ
に
関
し
て
湯
沢
町
観
光
協
会
の
名

が
登
場
し
な
い
。な
ぜ
か
。

　
ま
た
、昨
年
と
同
じ
作
文
が
多
い
。

直
し
な
が
ら
だ
か
ら
全
体
バ
ラ
ン
ス
が

悪
く
な
る
。例
え
ば
、町
観
光
協
会
の

運
営
費
補
助
に
２
、０
０
０
万
円
支
出

す
る
の
に『
支
援
す
る
』と
も
記
さ
れ
て

い
な
い
。

　
　
　
施
政
方
針
は
方
針
と
施
策
を

　
　
　
示
す
も
の
で
、個
々
具
体
的
な

実
践
方
法
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

　
協
働
は
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
通

り
基
本
と
考
え
て
い
る
。

　
次
は
全
体
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
る
。

　
　
　
防
災
ラ
ジ
オ
配
付
の
見
通
し

　
　
　
は
。

　
ま
た
、三
俣
地
区
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
整
備
に
つ
い
て
は
、２
年
以
内
程
度

で
結
論
を
出
せ
な
い
の
か
。

　
　
　
難
聴
地
区
の
解
消
後
に
全
戸

　
　
　
配
付
へ
進
む
。28
年
度
は
二
居
、

で
き
れ
ば
29
年
度
に
三
俣
の
難
聴
解
消

に
取
り
組
み
た
い
が
、光
フ
ァ
イ
バ
ー

と
な
る
か
ど
う
か
は
エ
フ
エ
ム
ゆ
き
ぐ

に
と
協
議
中
。

　
い
つ
と
は
言
え
な
い
が
、早
急
に
防

災
情
報
伝
達
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。

　
　
　
湯
沢
学
園
は
建
物
と
体
制
で

　
　
　
充
実
を
言
う
の
で
は
な
く
、目

標
と
実
践
を
も
っ
て『
子
育
て
の
湯
沢

ブ
ラ
ン
ド
』と
言
わ
れ
る
べ
く
取
り
組

む
べ
き
と
思
う
が
。

※
質
問
の
意
味
を
よ
く
伝
え
き
れ
ま
せ

　
ん
で
し
た
。

　　
　
　
企
業
誘
致
は
国
の
人
材
活
用

　
　
　
と
あ
る
が
方
針
や
構
想
は
な
い

の
か
。

　
　
　
そ
れ
も
合
わ
せ
て
、国
の
人
材

　
　
　
や
広
報
戦
略
官
と
検
討
し
て

行
く
。

　
　
　
医
療
費
18
歳
ま
で
無
料
化
、費

　
　
　
用
の
増
加
分
は
い
か
ほ
ど
か
。

　
　
　
10
月
か
ら
の
半
年
分
で
３
３
０

　
　
　
万
円
。

町
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

生
活
福
祉
常
任
委
員
会

当
初
予
算
案
提
案
に
合
わ
せ
施
政
方
針
が
述
べ
ら
れ
ま
す
。湯
沢
町
議
会
で
は
、

分
野
ご
と
に
常
任
委
員
会
で
課
題
や
疑
問
を
話
し
合
い
、町
長
に
質
問
を
し
ま
す
。

施
政
方
針
は
、広
報
ゆ
ざ
わ（
3
月
27
日
発
行
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

質問質問 答弁質問答弁

質問質問 答弁質問答弁質問答弁

質問答弁質問答弁

質問答弁質問答弁 質問答弁

質問答弁 答弁

質問答弁質問答弁

質問答弁

質
問
者
　
宮 

田
　
眞
理
子

　
　
　
国
保
税
引
き
上
げ
を
視
野
に

　
　
　
入
れ
、安
定
運
営
の
確
保
を
目

指
す
と
い
う
が
平
成
30
年
度
か
ら
の
新

制
度
移
行
に
よ
る
町
の
メ
リ
ッ
ト
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

　
ま
た
、医
療
費
通
知
、後
発
医
薬
品

通
知
は
、患
者
側
を
委
縮
さ
せ
る
よ
う

に
感
じ
る
が
ど
う
か
。文
言
・
表
現
に

つ
い
て
は
気
を
付
け
る
べ
き
だ
。

　
　
　
県
が
市
町
村
と
共
に
国
保
の

　
　
　
運
営
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

　
国
か
ら
の
追
加
財
政
支
援
に
よ
り
、

町
の
財
政
負
担
が
あ
る
程
度
軽
減
さ
れ

る
と
見
て
い
る
。高
額
医
療
費
も
県
が

主
体
と
な
る
こ
と
で
分
散
さ
れ
安
定
す

る
。

総 

合 

戦 

略

観
光
振
興
・
雪
国
観
光
圏

国
民
健
康
保
険
事
業

町
税
の
賦
課
と
徴
収

商 

工 

振 

興

環 

境 
衛 
生

住
民
健
診
・
が
ん
検
診

人
間
ド
ッ
ク

質
問
者
　
田 
村
　
計 

久

　
　
　
外
国
人
観
光
客
の
増
加
、ワ
ー

　
　
　
ル
ド
カ
ッ
ブ
の
開
催
効
果
、北

陸
新
幹
線
開
業
の
影
響
が
な
い
こ
と
な

ど
、湯
沢
を
取
り
巻
く
経
済
状
況
が
好

転
し
て
い
る
と
の
分
析
は
あ
る
が
、雪

国
湯
沢
を
ア
ピ
ー
ル
し
ブ
ラ
ン
ド
に
な

る
よ
う
取
り
組
む
と
は
、具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
政
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
世
界
的
に
雪
不
足
の
中
行
な
わ

　
　
　
れ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
安
定

し
た
ス
キ
ー
場
の
状
態
を
世
界
に
発
信

し
、ま
さ
に
ブ
ラ
ン
ド
化
に
寄
与
し
た
。

　
雪
国
観
光
圏
に
よ
る
雪
国
文
化
の

深
堀
り
や
商
品
化
、小
説
雪
国
な
ど
の

他
、雪
国
観
光
圏
の
観
光
資
源
も
活
用

し
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
雪
国
観
光
圏
が
担
う
が
、

観
光
協
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
進
め
る
。

　
　
　
商
工
業
の
支
援
と
あ
る
が
、高

　
　
　
齢
化
や
人
手
不
足
で
地
域
経

済
は
衰
退
し
て
い
る
。こ
の
経
済
状
況

で
は
若
者
が
就
業
で
き
る
職
場
も
な
く

深
刻
だ
。外
国
人
労
働
者
の
定
住
化
の

話
し
も
あ
る
中
、町
の
支
援
と
対
策
は
。

　
　
　
商
工
会
の
取
組
み
を
支
援
し
、

　
　
　
若
者
の
定
住
の
た
め
に
通
年
観

光
を
目
指
し
、働
く
場
の
確
保
に
努
め

る
。

　
当
面
は
外
国
人
労
働
者
に
頼
る
場

面
も
あ
る
。

　
住
民
登
録
が
増
え
た
１
５
７
人
中
70

数
人
が
外
国
人
。先
進
地
事
例
を
研
究

し
た
い
。

　
　
　
平
成
35
年
供
用
開
始
予
定
の

　
　
　
新
ご
み
処
理
施
設
の
計
画
に

合
わ
せ
、長
期
的
な
視
野
で
ご
み
の
リ

サ
イ
ク
ル
・
堆
肥
化
・
CO2
対
策
・
減
量

化
な
ど
、わ
が
町
の
観
光
事
業
者
を
対

象
に
で
き
る
対
策
が
な
い
か
調
査
検
討

を
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
ご
指
摘
の
こ
と
は
事
業
所
ご
と

　
　
　
の
処
理
が
良
い
と
思
う
の
で
、

今
後
調
査
研
究
を
し
ま
す
。

　
　
　
２
年
続
け
て
課
税
誤
り
。税
務

　
　
　
課
の
人
的
体
制
の
再
構
築
、職

員
教
育
の
徹
底
等
、再
発
防
止
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、滞
納
額
の
縮
減
に
大
口
滞
納

者
に
対
す
る
取
り
組
み
な
ど
、町
長
自

ら
先
頭
に
立
っ
て
事
案
に
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
。

　
　
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、担
当

　
　
　
が
変
わ
っ
て
も
解
る
よ
う
に

し
、チ
ェッ
ク
対
策
も
し
っ
か
り
し
て
い

く
。

　
滞
納
に
対
し
て
は
処
分
・
差
し
押
さ

え
・
分
納
等
対
応
を
し
て
い
る
。必
要

が
あ
れ
ば
出
て
い
く
。

　
そ
れ
ら
の
通
知
だ
が
、委
縮
さ
せ
よ

う
な
ど
と
い
う
意
図
は
な
い
。

　
　
　
予
防
事
業
に
お
い
て
新
た
な
取

　
　
　
り
組
み
が
必
然
と
思
う
。働
き

盛
り
の
人
が
次
々
に
脳
疾
患
に
倒
れ
て

い
る
。

　
脳
ド
ッ
ク
の
再
開
、勧
奨
を
図
る
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
予
防
事
業
と
並
行
し
て
行
う

　
　
　
こ
と
で
効
果
が
あ
る
と
思
う
。

　
過
去
に
脳
ド
ッ
ク
を
行
っ
た
際
に
は

受
診
者
が
少
な
か
っ
た
が
、要
望
が
多

け
れ
ば
考
慮
す
る
。

平成
28
年度

当
初
予
算
審
査
特
別
委
員
会

(

3
月
15
日
〜
17
日
）

特別委員長
髙　橋　政　喜

　
　
　〈
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
交
流
補
助
事
業
〉

　
　
　
国
交
省
が「
マ
ン
シ
ョ
ン
標
準
管
理

規
約
」を
改
正
し
、管
理
費
に
つ
い
て
、夏

祭
り
等
の
費
用
に
充
当
す
る
こ
と
を
禁
止

と
し
た
、そ
れ
を
受
け
て
の
町
と
し
て
の

対
応
は
。

　
　
　
今
後
、改
正
さ
れ
た
標
準
管
理
規

　
　
　
約
に
則
し
て
規
約
を
改
正
し
た
団

体
に
対
し
て
は
、補
助
は
難
し
い
も
の
と

解
す
る
。申
請
団
体
の
規
約
を
精
査
し
、

事
案
に
対
応
し
た
い
。

　
　
　〈
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定
〉

　
　
　
成
果
が
み
ら
れ
な
い
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
が
状
況
は
。

　
　
　
過
去
に
建
設
し
た
公
共
施
設
の
洗

　
　
　
い
出
し
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り

効
率
的
な
管
理
を
標
榜
す
る
も
の
で
あ
る
。

新
年
度
に
つ
い
て
は
8
0
0
万
程
度
の
予

算
と
な
っ
た
が
、計
画
策
定
及
び
固
定
資

産
台
帳
の
整
備
を
実
施
す
る
。策
定
を
実

施
し
な
い
場
合
、交
付
金
の
減
額
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
る
。

　
　
　〈
新
幹
線
通
勤
補
助
金
〉

　
　
　
多
額
な
予
算
計
上
で
あ
る
が
、今

後
の
展
望
は
。

　
　
　
上
限
5
万
円
で
、通
勤
手
当
の
１

　
　
　
/
2
の
補
助
を
実
施
す
る
も
の
で

あ
る
。現
状
は
制
度
設
計
の
段
階
で
、5

年
間
の
事
業
展
開
を
想
定
。

　
　
　〈
定
住
促
進
関
連
事
業
〉

　
　
　
こ
れ
ら
の
施
策
の
実
施
す
れ
ば
、

若
者
を
当
町
に
呼
び
込
む
効
果
が
あ
る
の

か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
が
、ど
う
か
。

　
　
　
生
産
年
齢
人
口
年
齢
の
方
々
を

　
　
　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。こ
れ
ら

事
業
の
み
で
な
く
、町
一
丸
で
、複
合
・
総

合
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

　
　
　〈
湯
沢
高
原
の
契
約
更
新
〉

　
　
　
検
討
の
進
捗
状
況
は
。契
約
が
否

決
と
な
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

　
　
　
現
段
階
で
は
申
し
上
げ
る
こ
と
は

　
　
　
な
い
。契
約
が
否
決
と
な
れ
ば
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、そ
れ
以
降
の
営
業
は

出
来
な
い
。議
員
の
み
な
さ
ん
の
良
識
の

あ
る
判
断
を
信
じ
る
。

総 

務 

部
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前
回
の
経
緯
も
考
慮
す
る
必
要
も

　
　
　
あ
る
し
、議
員
の
良
識
に
期
待
す

る
だ
け
で
は
い
け
な
い
と
思
う
が
。

　
　
　
仮
契
約
に
至
る
ま
で
1
年
間
。早

　
　
　
急
に
方
向
性
を
示
し
、議
会
の
皆

さ
ん
に
充
分
な
説
明
を
実
施
す
る
。

　
　
　
５
園
体
制
時
と
比
ら
べ
、認
定
こ

　
　
　
ど
も
園
の
光
熱
水
費
の
状
況
は
。

　
　
　
電
気
料
に
つ
い
て
は
床
暖
房
を
導

　
　
　
入
し
た
こ
と
に
起
因
し
5
0
0
万

円
程
度
増
加
、灯
油
及
び
プ
ロ
パ
ン
は

1
0
0
万
円
程
度
減
額
、そ
の
他
は
変
化

が
な
い
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。全
体
で
は

1
0
0
万
円
程
度
の
増
額
を
見
込
ん
で
い

る
。

　
　
　〈
湯
沢
学
園
の
現
状
の
学
力
〉

　
　
　
認
識
は
ど
う
か
。

　
　
　
学
力
の
高
い
生
徒
と
低
い
生
徒
の

　
　
　
二
極
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
　
　〈
特
別
支
援
学
級
の
現
況
〉

　
　
　
小
学
校
が
3
か
ら
4
ク
ラ
ス
、中

　
　
　
学
校
が
2
ク
ラ
ス
設
置
し
て
い
る
。

小
学
校
は
26
名
、中
学
校
は
6
名
が
在
籍
。

正
教
員
に
介
助
員
が
付
く
体
制
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　
旧
5
校
体
制
時
と
比
ら
べ
、湯
沢

　
　
　
学
園
の
光
熱
費
の
現
況
は
。

　
　
　
水
道
料
が
半
減
し
て
い
る
が
、電

　
　
　
気
料
に
つ
い
は
9
8
5
万
か
ら
1
、

5
0
0
万
と
大
幅
な
増
加
と
な
っ
て
い
る
。 

　
　
　
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
成
功
を
受
け
、

　
　
　
今
後
の
ス
キ
ー
選
手
育
成
は
。

　
　
　
補
助
の
増
額
を
実
施
し
、合
計
で

　
　
　
約
5
0
0
万
程
度
の
支
出
。

　
　
　〈
子
育
て
支
援
課
関
連
の
未
収
金
〉

　
　
　
対
応
状
況
は
。

　
　
　
保
育
料
関
連
で
は
、6
件
、1
1
2

　
　
　
万
円
の
滞
納
、奨
学
金
は
4
名
の

滞
納
が
17
万
円
。

　
　
　
子
育
て
教
育
部
の
湯
沢
学
園
へ
の

　
　
　
引
越
し
の
予
算
措
置
が
、補
正
及

び
専
決
・
当
初
予
算
に
も
見
当
た
ら
な
い
が
。

　
　
　
文
教
施
設
整
備
の一
連
の
継
続
費

　
　
　
の
中
で
対
応
し
、現
在
、発
注
と

準
備
を
し
て
い
る
。工
事
費
と
し
て

5
0
0
万
円
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。当

初
の
計
画
に
は
な
か
っ
た
が
、協
議
を
進
め

て
き
て
決
定
を
し
た
。新
年
度
の
5
月
の

連
休
明
け
を
目
途
に
湯
沢
学
園
の
第
2
体

育
館
内
技
術
室
を
間
仕
切
り
整
備
の
う

え
、事
務
室
を
設
置
す
る
。

　
　
　〈
不
妊
治
療
費
助
成
〉

　
　
　
現
況
は
。

　
　
　
ほ
と
ん
ど
が
長
岡
や
関
東
地
域
に

　
　
　
お
い
て
治
療
を
受
け
て
い
る
と
推

察
さ
れ
る
。

　
　
　
現
在
の
湯
沢
町
の
外
国
人
の
住
民

　
　
　
登
録
の
状
況
は
。

　
　
　
3
・
4
年
前
は
70
人
以
下
で
あ
っ

　
　
　
た
が
、現
在
は
1
0
0
名
を
超
え

て
い
る
。

　
　
　〈
課
税
誤
り
〉

　
　
　
そ
の
予
算
措
置
は
。併
せ
て
再
発

防
止
に
向
け
た
き
ち
ん
と
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
り
や
人
員
体
制
の
整
備
へ
の
対
応
は
。

　
　
　
マ
ニュ
ア
ル
作
り
は
職
員
が
自
ら
作

　
　
　
る
た
め
予
算
措
置
は
要
し
な
い
。

ま
た
、人
員
体
制
に
つ
い
て
は
新
年
度
に
お

い
て
は
1
名
増
。マ
ニ
ュ
ア
ル
は
不
足
部
分

を
作
り
付
け
足
し
て
、し
っ
か
り
と
し
た
も

の
を
費
用
を
掛
け
る
こ
と
な
く
作
成
し
た

い
。

　
　
　〈
臨
時
福
祉
給
付
金
〉

　
　
　
対
象
者
の
状
況
は
。

　
　
　
1
人
当
た
り
3
万
円
を
支
給
す
る
。

　
　
　
高
齢
者
対
象
分
が
1
、1
0
0
人
、

障
害
年
金
及
び
遺
族
年
金
受
給
者
対
象
分

が
1
3
0
人
を
見
込
み
、申
請
書
を
送
付

し
、所
定
事
項
を
記
入
し
て
頂
く
。対
象

者
す
べ
て
に
通
知
す
る
。

　
　
　
低
所
得
者
向
け
に
国
が
用
意
し
た

　
　
　
1
、7
0
0
億
円
の
充
当
状
況
は
。

　
　
　 

保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
5
、

　
　
　
5
9
3
万
4
千
円
の
う
ち
、当
該

分
は
保
険
者
支
援
分
の
1
、9
3
3
万
5

千
円
が
該
当
と
な
る
。

　
　
　一般
会
計
繰
入
金
4
、6
0
0
万
円

　
　
　
は
前
年
度
よ
り
1
、8
0
0
万
円

の
増
額
だ
が
、基
金
の
今
年
度
の
状
況
は
。

　
　
　
今
年
度
は
基
金
の
積
立
が
見
込
め

　
　
　
な
い
こ
と
か
ら
基
金
繰
入
金
は
計

上
し
て
い
な
い
。

　
　
　〈
国
保
税
値
上
げ
〉

　
　
　
そ
の
見
通
し
は
。

　
　
　一
人
当
た
り
10
万
5
千
で
予
算
計

　
　
　
上
し
て
い
る
が
、5
月
の
税
額
算

定
時
に
総
合
的
に
判
定
し
、そ
れ
に
基
づ

き
国
保
税
額
を
決
定
し
た
い
。

　
　
　〈
普
通
徴
収
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
〉

　
　
　
監
査
委
員
の
指
摘
事
項
で
あ
っ
た

が
、進
捗
状
況
は
。

　
　
　
対
象
者
数
が
少
な
い
た
め
費
用
対

　
　
　
効
果
を
鑑
み
、実
施
を
見
送
っ
て

い
る
状
況
だ
が
、研
究
は
進
め
た
い
。

　　
　
　〈
中
央
公
園
プ
ー
ル
の
状
況
〉

　
　
　
屋
内
プ
ー
ル
も
夏
季
の
み
の
使
用

　
　
　
と
な
っ
て
い
る
。利
用
者
は
微
増
。

屋
内
プ
ー
ル
の
必
要
性
の
協
議
を
進
め
た
い
。

　
　
　〈
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
開
場
〉

　
　
　
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
。

　
　
　
具
体
的
に
は
決
定
は
し
て
い
な
い

　
　
　
が
、地
元
の
子
供
た
ち
が
参
加
す

る
大
会
を
計
画
し
た
い
。

　
　
　〈
主
水
公
園
区
域
変
更
〉

　
　
　
詳
細
な
説
明
を
。

　
　
　
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、区
域
変

　
　
　
更
は
可
能
で
、面
積
は
減
少
は
不

可
だ
が
、増
加
は
可
能
と
の
こ
と
。計
画

案
策
定
後
に
再
度
、県
と
協
議
を
実
施
す

る
。ま
た
、今
回
、都
市
公
園
条
例
の
改
正

を
上
程
し
て
い
る
。

　
　
　〈
町
道
貝
掛
線
整
備
の
状
況
〉

　
　
　
小
規
模
補
修
は
実
施
し
て
い
る
が
、

　
　
　
大
規
模
補
修
は
予
算
制
約
も
あ
り

な
か
な
か
厳
し
い
。

　
　
　
地
方
債
残
高
が
28
年
度
末
で
45
億

　
　
　
8
、9
0
0
万
円
、今
後
の
大
規

模
事
業
の
想
定
は
あ
る
の
か
。ま
た
、完

済
時
期
の
見
通
し
は
。

　
　
　
三
俣
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
今
年
度
完

　
　
　
成
と
な
る
が
、管
渠
に
つ
い
て
は

少
し
残
る
予
定
で
あ
る
。土
樽
・
松
川
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
統
合
等
も
検
討
し
、現
在

の
と
こ
ろ
、完
済
の
見
通
し
は
立
て
る
こ

と
は
出
来
な
い
。

　
　
　〈
堀
切
地
区
の
下
水
道
整
備
〉

　
　
　
未
整
備
地
区
は
堀
切
、二
居
、土

　
　
　
樽
ス
キ
ー
場
地
区
。堀
切
地
区
は
、

湯
沢
処
理
場
で
の
処
理
が
困
難
で
あ
り
、

石
打
地
区
と
一
緒
に
処
理
す
る
こ
と
も
検

討
し
た
が
、同
地
区
は
合
併
浄
化
槽
と
な
っ

た
。

　
　
　
給
水
戸
数
が
微
増
、有
収
水
量
が

　
　
　
減
少
し
て
い
る
の
は
。

　
　
　
給
水
戸
数
微
増
の
原
因
は
、マ
ン

　
　
　
シ
ョ
ン
等
で
未
納
に
よ
り
閉
栓
さ

れ
て
い
た
も
の
が
、納
付
に
伴
い
開
栓
さ
れ

た
こ
と
が
主
因
。有
収
水
量
の
減
少
は
、

節
水
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　〈
配
水
管
の
老
朽
化
〉

　
　
　
進
行
状
況
は
。

　
　
　
当
町
は
、主
た
る
配
水
管
が
ダ
ク

　
　
　
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
。最
低
で
も
40
年

程
度
の
耐
用
年
数
と
な
っ
て
い
る
。一
方
、

原
水
に
か
か
る
部
分
は
適
宜
、更
新
を
し

て
い
る
。

　
　
　〈
更
正
医
療
給
付
金
の
増
額
〉

　
　
　
そ
れ
は
町
の
負
担
と
な
る
の
か
。

　
　
　
生
活
保
護
対
象
者
は
保
護
費
に
て

　
　
　
医
療
費
分
を
給
付
す
る
が
、更
正

医
療
に
つ
い
て
は
そ
の
給
付
が
な
い
た
め

増
額
と
り
、町
の
負
担
は
１
/
4
と
な
る
。

　
　
　〈
や
す
ら
ぎ
荘
〉

　
　
　
耐
震
基
準
を
充
足
し
て
い
る
の

か
。解
体
の
予
定
は
あ
る
か
。シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
移
転
先
は
。

　
　
　
耐
震
に
つ
い
て
は
、資
料
提
示
し

　
　
　
た
い
。シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

移
転
の
意
向
は
聞
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、具
体
的
な
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

や
す
ら
ぎ
荘
の
解
体
も
決
定
し
て
い
な
い
。

　
　
　〈
後
期
高
齢
者
へ
の
人
間
ド
ッ
ク
の

　
　
　補
助
制
度
〉

周
知
を
も
っ
と
図
る
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　
ド
ッ
グ
を
よ
り
利
用
す
る
こ
と
、

　
　
　
出
来
る
だ
け
湯
沢
病
院
を
利
用
し

て
も
ら
う
こ
と
を
周
知
し
た
い
。

　　
　
　〈
第
6
期
介
護
保
険
事
業
計
画
〉

　
　
　
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
第
6
期
2
年
目
、ほ
ぼ
予
定
通
り

　
　
　
で
あ
る
。

　
　
　〈
町
内
事
業
所
の
経
営
状
態
〉

　
　
　
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
　
健
康
倶
楽
部
ゆ
ざ
わ
は
予
防
が
増

　
　
　
加
、介
護
が
減
少
し
て
い
る
。グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
雪
割
草
も
報
告
を
受
け
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
湯
沢
も
経
営
は
良
好
と

伺
っ
て
い
る
。

　
　
　〈
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
〉

　
　
　
不
用
額
が
5
0
3
万
円
程
と
多

額
、そ
の
要
因
は
。

　
　
　
予
算
計
上
時
に
見
込
み
が
甘
く
、

　
　
　
過
大
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　〈
医
療
機
器
購
入
〉

　
　
　
そ
の
後
の
展
開
は
。

　
　
　
病
院
側
と
協
議
の
上
、優
先
順
位

　
　
　
を
付
け
て
対
応
し
て
い
る
。予
算

の
制
約
も
あ
り
、な
か
な
か
困
難
な
面
も

あ
る
。台
帳
の
整
備
を
実
施
し
、計
画
的

な
機
器
購
入
を
進
捗
し
て
い
き
た
い
。 

　
　
　〈
湯
沢
病
院
の
利
用
者
数
の
現
況
〉

　
　
　
魚
沼
基
幹
病
院
及
び
南
魚
沼
市
民

　
　
　
病
院
が
開
院
し
た
こ
と
に
よ
り
、

変
化
は
あ
る
。湯
沢
の
収
益
は
減
少
し
て

い
る
が
、推
移
を
見
守
っ
て
い
る
段
階
で

す
。
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前
回
の
経
緯
も
考
慮
す
る
必
要
も

　
　
　
あ
る
し
、議
員
の
良
識
に
期
待
す

る
だ
け
で
は
い
け
な
い
と
思
う
が
。

　
　
　
仮
契
約
に
至
る
ま
で
1
年
間
。早

　
　
　
急
に
方
向
性
を
示
し
、議
会
の
皆

さ
ん
に
充
分
な
説
明
を
実
施
す
る
。

　
　
　
５
園
体
制
時
と
比
ら
べ
、認
定
こ

　
　
　
ど
も
園
の
光
熱
水
費
の
状
況
は
。

　
　
　
電
気
料
に
つ
い
て
は
床
暖
房
を
導

　
　
　
入
し
た
こ
と
に
起
因
し
5
0
0
万

円
程
度
増
加
、灯
油
及
び
プ
ロ
パ
ン
は

1
0
0
万
円
程
度
減
額
、そ
の
他
は
変
化

が
な
い
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。全
体
で
は

1
0
0
万
円
程
度
の
増
額
を
見
込
ん
で
い

る
。

　
　
　〈
湯
沢
学
園
の
現
状
の
学
力
〉

　
　
　
認
識
は
ど
う
か
。

　
　
　
学
力
の
高
い
生
徒
と
低
い
生
徒
の

　
　
　
二
極
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
　
　〈
特
別
支
援
学
級
の
現
況
〉

　
　
　
小
学
校
が
3
か
ら
4
ク
ラ
ス
、中

　
　
　
学
校
が
2
ク
ラ
ス
設
置
し
て
い
る
。

小
学
校
は
26
名
、中
学
校
は
6
名
が
在
籍
。

正
教
員
に
介
助
員
が
付
く
体
制
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　
旧
5
校
体
制
時
と
比
ら
べ
、湯
沢

　
　
　
学
園
の
光
熱
費
の
現
況
は
。

　
　
　
水
道
料
が
半
減
し
て
い
る
が
、電

　
　
　
気
料
に
つ
い
は
9
8
5
万
か
ら
1
、

5
0
0
万
と
大
幅
な
増
加
と
な
っ
て
い
る
。 

　
　
　
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
成
功
を
受
け
、

　
　
　
今
後
の
ス
キ
ー
選
手
育
成
は
。

　
　
　
補
助
の
増
額
を
実
施
し
、合
計
で

　
　
　
約
5
0
0
万
程
度
の
支
出
。

　
　
　〈
子
育
て
支
援
課
関
連
の
未
収
金
〉

　
　
　
対
応
状
況
は
。

　
　
　
保
育
料
関
連
で
は
、6
件
、1
1
2

　
　
　
万
円
の
滞
納
、奨
学
金
は
4
名
の

滞
納
が
17
万
円
。

　
　
　
子
育
て
教
育
部
の
湯
沢
学
園
へ
の

　
　
　
引
越
し
の
予
算
措
置
が
、補
正
及

び
専
決
・
当
初
予
算
に
も
見
当
た
ら
な
い
が
。

　
　
　
文
教
施
設
整
備
の一
連
の
継
続
費

　
　
　
の
中
で
対
応
し
、現
在
、発
注
と

準
備
を
し
て
い
る
。工
事
費
と
し
て

5
0
0
万
円
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。当

初
の
計
画
に
は
な
か
っ
た
が
、協
議
を
進
め

て
き
て
決
定
を
し
た
。新
年
度
の
5
月
の

連
休
明
け
を
目
途
に
湯
沢
学
園
の
第
2
体

育
館
内
技
術
室
を
間
仕
切
り
整
備
の
う

え
、事
務
室
を
設
置
す
る
。

　
　
　〈
不
妊
治
療
費
助
成
〉

　
　
　
現
況
は
。

　
　
　
ほ
と
ん
ど
が
長
岡
や
関
東
地
域
に

　
　
　
お
い
て
治
療
を
受
け
て
い
る
と
推

察
さ
れ
る
。

　
　
　
現
在
の
湯
沢
町
の
外
国
人
の
住
民

　
　
　
登
録
の
状
況
は
。

　
　
　
3
・
4
年
前
は
70
人
以
下
で
あ
っ

　
　
　
た
が
、現
在
は
1
0
0
名
を
超
え

て
い
る
。

　
　
　〈
課
税
誤
り
〉

　
　
　
そ
の
予
算
措
置
は
。併
せ
て
再
発

防
止
に
向
け
た
き
ち
ん
と
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
り
や
人
員
体
制
の
整
備
へ
の
対
応
は
。

　
　
　
マ
ニュ
ア
ル
作
り
は
職
員
が
自
ら
作

　
　
　
る
た
め
予
算
措
置
は
要
し
な
い
。

ま
た
、人
員
体
制
に
つ
い
て
は
新
年
度
に
お

い
て
は
1
名
増
。マ
ニ
ュ
ア
ル
は
不
足
部
分

を
作
り
付
け
足
し
て
、し
っ
か
り
と
し
た
も

の
を
費
用
を
掛
け
る
こ
と
な
く
作
成
し
た

い
。

　
　
　〈
臨
時
福
祉
給
付
金
〉

　
　
　
対
象
者
の
状
況
は
。

　
　
　
1
人
当
た
り
3
万
円
を
支
給
す
る
。

　
　
　
高
齢
者
対
象
分
が
1
、1
0
0
人
、

障
害
年
金
及
び
遺
族
年
金
受
給
者
対
象
分

が
1
3
0
人
を
見
込
み
、申
請
書
を
送
付

し
、所
定
事
項
を
記
入
し
て
頂
く
。対
象

者
す
べ
て
に
通
知
す
る
。

　
　
　
低
所
得
者
向
け
に
国
が
用
意
し
た

　
　
　
1
、7
0
0
億
円
の
充
当
状
況
は
。

　
　
　 

保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
5
、

　
　
　
5
9
3
万
4
千
円
の
う
ち
、当
該

分
は
保
険
者
支
援
分
の
1
、9
3
3
万
5

千
円
が
該
当
と
な
る
。

　
　
　一般
会
計
繰
入
金
4
、6
0
0
万
円

　
　
　
は
前
年
度
よ
り
1
、8
0
0
万
円

の
増
額
だ
が
、基
金
の
今
年
度
の
状
況
は
。

　
　
　
今
年
度
は
基
金
の
積
立
が
見
込
め

　
　
　
な
い
こ
と
か
ら
基
金
繰
入
金
は
計

上
し
て
い
な
い
。

　
　
　〈
国
保
税
値
上
げ
〉

　
　
　
そ
の
見
通
し
は
。

　
　
　一
人
当
た
り
10
万
5
千
で
予
算
計

　
　
　
上
し
て
い
る
が
、5
月
の
税
額
算

定
時
に
総
合
的
に
判
定
し
、そ
れ
に
基
づ

き
国
保
税
額
を
決
定
し
た
い
。

　
　
　〈
普
通
徴
収
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
〉

　
　
　
監
査
委
員
の
指
摘
事
項
で
あ
っ
た

が
、進
捗
状
況
は
。

　
　
　
対
象
者
数
が
少
な
い
た
め
費
用
対

　
　
　
効
果
を
鑑
み
、実
施
を
見
送
っ
て

い
る
状
況
だ
が
、研
究
は
進
め
た
い
。

　　
　
　〈
中
央
公
園
プ
ー
ル
の
状
況
〉

　
　
　
屋
内
プ
ー
ル
も
夏
季
の
み
の
使
用

　
　
　
と
な
っ
て
い
る
。利
用
者
は
微
増
。

屋
内
プ
ー
ル
の
必
要
性
の
協
議
を
進
め
た
い
。

　
　
　〈
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
開
場
〉

　
　
　
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
。

　
　
　
具
体
的
に
は
決
定
は
し
て
い
な
い

　
　
　
が
、地
元
の
子
供
た
ち
が
参
加
す

る
大
会
を
計
画
し
た
い
。

　
　
　〈
主
水
公
園
区
域
変
更
〉

　
　
　
詳
細
な
説
明
を
。

　
　
　
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、区
域
変

　
　
　
更
は
可
能
で
、面
積
は
減
少
は
不

可
だ
が
、増
加
は
可
能
と
の
こ
と
。計
画

案
策
定
後
に
再
度
、県
と
協
議
を
実
施
す

る
。ま
た
、今
回
、都
市
公
園
条
例
の
改
正

を
上
程
し
て
い
る
。

　
　
　〈
町
道
貝
掛
線
整
備
の
状
況
〉

　
　
　
小
規
模
補
修
は
実
施
し
て
い
る
が
、

　
　
　
大
規
模
補
修
は
予
算
制
約
も
あ
り

な
か
な
か
厳
し
い
。

　
　
　
地
方
債
残
高
が
28
年
度
末
で
45
億

　
　
　
8
、9
0
0
万
円
、今
後
の
大
規

模
事
業
の
想
定
は
あ
る
の
か
。ま
た
、完

済
時
期
の
見
通
し
は
。

　
　
　
三
俣
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
今
年
度
完

　
　
　
成
と
な
る
が
、管
渠
に
つ
い
て
は

少
し
残
る
予
定
で
あ
る
。土
樽
・
松
川
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
統
合
等
も
検
討
し
、現
在

の
と
こ
ろ
、完
済
の
見
通
し
は
立
て
る
こ

と
は
出
来
な
い
。

　
　
　〈
堀
切
地
区
の
下
水
道
整
備
〉

　
　
　
未
整
備
地
区
は
堀
切
、二
居
、土

　
　
　
樽
ス
キ
ー
場
地
区
。堀
切
地
区
は
、

湯
沢
処
理
場
で
の
処
理
が
困
難
で
あ
り
、

石
打
地
区
と
一
緒
に
処
理
す
る
こ
と
も
検

討
し
た
が
、同
地
区
は
合
併
浄
化
槽
と
な
っ

た
。

　
　
　
給
水
戸
数
が
微
増
、有
収
水
量
が

　
　
　
減
少
し
て
い
る
の
は
。

　
　
　
給
水
戸
数
微
増
の
原
因
は
、マ
ン

　
　
　
シ
ョ
ン
等
で
未
納
に
よ
り
閉
栓
さ

れ
て
い
た
も
の
が
、納
付
に
伴
い
開
栓
さ
れ

た
こ
と
が
主
因
。有
収
水
量
の
減
少
は
、

節
水
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　〈
配
水
管
の
老
朽
化
〉

　
　
　
進
行
状
況
は
。

　
　
　
当
町
は
、主
た
る
配
水
管
が
ダ
ク

　
　
　
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
。最
低
で
も
40
年

程
度
の
耐
用
年
数
と
な
っ
て
い
る
。一
方
、

原
水
に
か
か
る
部
分
は
適
宜
、更
新
を
し

て
い
る
。

　
　
　〈
更
正
医
療
給
付
金
の
増
額
〉

　
　
　
そ
れ
は
町
の
負
担
と
な
る
の
か
。

　
　
　
生
活
保
護
対
象
者
は
保
護
費
に
て

　
　
　
医
療
費
分
を
給
付
す
る
が
、更
正

医
療
に
つ
い
て
は
そ
の
給
付
が
な
い
た
め

増
額
と
り
、町
の
負
担
は
１
/
4
と
な
る
。

　
　
　〈
や
す
ら
ぎ
荘
〉

　
　
　
耐
震
基
準
を
充
足
し
て
い
る
の

か
。解
体
の
予
定
は
あ
る
か
。シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
移
転
先
は
。

　
　
　
耐
震
に
つ
い
て
は
、資
料
提
示
し

　
　
　
た
い
。シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

移
転
の
意
向
は
聞
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、具
体
的
な
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

や
す
ら
ぎ
荘
の
解
体
も
決
定
し
て
い
な
い
。

　
　
　〈
後
期
高
齢
者
へ
の
人
間
ド
ッ
ク
の

　
　
　補
助
制
度
〉

周
知
を
も
っ
と
図
る
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　
ド
ッ
グ
を
よ
り
利
用
す
る
こ
と
、

　
　
　
出
来
る
だ
け
湯
沢
病
院
を
利
用
し

て
も
ら
う
こ
と
を
周
知
し
た
い
。

　　
　
　〈
第
6
期
介
護
保
険
事
業
計
画
〉

　
　
　
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
第
6
期
2
年
目
、ほ
ぼ
予
定
通
り

　
　
　
で
あ
る
。

　
　
　〈
町
内
事
業
所
の
経
営
状
態
〉

　
　
　
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
　
健
康
倶
楽
部
ゆ
ざ
わ
は
予
防
が
増

　
　
　
加
、介
護
が
減
少
し
て
い
る
。グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
雪
割
草
も
報
告
を
受
け
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
湯
沢
も
経
営
は
良
好
と

伺
っ
て
い
る
。

　
　
　〈
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
〉

　
　
　
不
用
額
が
5
0
3
万
円
程
と
多

額
、そ
の
要
因
は
。

　
　
　
予
算
計
上
時
に
見
込
み
が
甘
く
、

　
　
　
過
大
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　〈
医
療
機
器
購
入
〉

　
　
　
そ
の
後
の
展
開
は
。

　
　
　
病
院
側
と
協
議
の
上
、優
先
順
位

　
　
　
を
付
け
て
対
応
し
て
い
る
。予
算

の
制
約
も
あ
り
、な
か
な
か
困
難
な
面
も

あ
る
。台
帳
の
整
備
を
実
施
し
、計
画
的

な
機
器
購
入
を
進
捗
し
て
い
き
た
い
。 

　
　
　〈
湯
沢
病
院
の
利
用
者
数
の
現
況
〉

　
　
　
魚
沼
基
幹
病
院
及
び
南
魚
沼
市
民

　
　
　
病
院
が
開
院
し
た
こ
と
に
よ
り
、

変
化
は
あ
る
。湯
沢
の
収
益
は
減
少
し
て

い
る
が
、推
移
を
見
守
っ
て
い
る
段
階
で

す
。
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平成

27
年度

一
般
会
計
補
正
予
算質問答弁質問答弁 　

　
　
滝
沢
駐
車
場
熱
交
換
器
採
熱
試
験
３

　
　
　
０
０
万
減
の
概
要
は
い
か
に
。ま
た
地

下
水
及
び
温
泉
の
影
響
は
。

　
試
験
を
実
施
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

　
　
　
同
駐
車
場
の
穴
を
掘
削
し
地
中
熱
を

　
　
　
利
用
し
埋
設
し
た
不
凍
液
を
循
環
さ

せ
、融
雪
に
利
用
す
べ
く
予
算
化
を
し
た
。　

　
し
か
し
な
が
ら
地
域
事
情
に
合
わ
ず
断
念

し
た
。過
去
、諏
訪
源
泉
の
近
く
で
直
接
の
因

果
関
係
が
不
明
で
あ
る
が
、そ
れ
を
類
す
る
事

案
が
あ
っ
た
。そ
の
点
を
鑑
み
、今
回
は
中
止

と
し
た
。

　
な
お
温
泉
法
関
連
は
県
の
主
管
と
な
っ

て
い
る
。源
泉
の
保
護
は
町
と
し
て
も
重

要
案
件
と
認
識
し
て
い
る
。な
お
試
験
に

つ
い
て
は
現
状
を
鑑
み
、実
施
す
べ
き
で

な
い
と
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　一般
寄
付
2
、0
1
2
万
の
詳
細

　
　
　
は
い
か
に
。

　
　
　
４
件
の
合
計
で
あ
る
。一件
に
つ
い

　
　
　
て
は
2
、0
0
0
万
円
の
寄
付
を

頂
戴
し
た
。

3
月
7
日
　一般
会
計
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
開
催
　
委
員
長
　
髙 

橋
　
五
輪
夫

63,263,000円を増額
総額６９億43,852,000円

歳入（収入）の主な増減
町民税滞納繰越分………40０万円減
固定資産税滞納繰越分…１,０００万円減
地方交付税…………………３４７万円増

国庫支出金………………1,835万円減
県支出金………………1,703万円減

財産収入 町有地売払い増…2,998万円増
寄付金……………………２,０１２万円増

歳出（支出）の主な増減
情報セキュリティ対策事業
　…………………………1,536万円増
個人番号カード交付事業負担金増
　……………………………１３８万円増

国民健康保健特別会計繰出金
　……………………………124万円増
塵芥処理一般管…………1,238万円増

湯沢町観光協会宣伝業務補助金増
　……………………………100万円増

滝沢駐車場熱交換器採熱試験
　……………………………300万円減

個人番号カード関係 滝沢駐車場

主
な
質
疑

賛成全員で可決

　
　
　
広
報
戦
略
官
の
採
用
に
つ
い
て
、

　
　
　
予
算
は
観
光
費
で
2
0
0
万

円
、予
算
の
概
要
資
料
に
よ
れ
ば
企
画

政
策
課
と
な
っ
て
い
る
。ど
こ
に
配
属

と
し
、ど
の
よ
う
に
処
遇
す
る
つ
も
り
か
。

　
　
　
予
算
編
成
時
は
そ
の
よ
う
に
さ

　
　
　
せ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
だ
が
、週

2
回
の
勤
務
を
想
定
し
、職
員
の
視
点

で
は
な
い
斬
新
、か
つ
広
い
観
点
か
ら

の
意
見
・
見
識
を
頂
き
、湯
沢
町
の
広

報
戦
略
を
担
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。役
職
は
非
常
勤
嘱
託
員
を
想

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、配
属
課

も
含
め
て
、現
在
交
渉
中
で
あ
る
。

　
　
　
去
年
の
予
算
委
員
会
よ
り
も
、

　
　
　
参
考
資
料
の
配
布
が
著
し
く
少

な
い
。

　
　
　
委
員
会
の
審
議
に
支
障
が
生
じ

　
　
　
て
い
た
な
ら
お
詫
び
を
し
、部

長
会
議
等
で
も
検
証
を
実
施
し
た
い
。 

　
　
　
会
計
制
度
の
変
更
に
伴
い
、29

　
　
　
年
度
か
ら
の
複
式
簿
記
の
順
次

導
入
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、シ
ス
テ

ム
改
修
等
も
必
ず
や
生
じ
る
も
の
と
解

す
る
が
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
つ

も
り
か
。

　
　
　
国
の
指
針
に
則
し
て
進
捗
し
て

　
　
　
い
き
た
い
。 

　
　
　
米
の
食
味
の
向
上
に
つ
い
て
、

　
　
　
町
と
し
て
の
取
組
は
い
か
に
。

　
　
　
生
産
者
、農
協
、町
で
協
議
会

　
　
　
を
設
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、消
費
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
湯
沢

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
生
産
を
展
開
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
湯
沢
高
原
を 

”湯
沢
町
の
観
光

　
　
　
の
顔
”と
言
い
な
が
ら
、指
定
管

理
者
等
の
契
約
と
差
異
が
あ
り
、従
前

ど
お
り
の
契
約
内
容
を
継
続
し
た
場

合
、議
会
の
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
さ

え
出
来
な
い
。行
政
と
議
会
の
共
同
責

任
を
担
う
と
い
う
関
係
の
構
築
が
必
須

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
湯
沢
町
と
し
て
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

　
　
　
の
重
要
性
は
強
く
認
識
を
し
て

お
り
、今
後
に
つ
い
て
、協
議
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。議
会
を
な
い
が

し
ろ
に
し
て
い
る
つ
も
り
は一
切
な
い
。

議
会
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、進
捗
さ
せ

て
い
き
た
い
。特

別
委
員
会
採
決

　
　
　〈
電
気
柵
補
助
〉

　
　
　
上
限
が
5
万
円
と
の
こ
と
だ
が
、

拡
充
の
検
討
は
。

　
　
　
町
単
費
で
の
補
助
事
業
で
あ
る

　
　
　
が
、昨
年
の
実
績
を
勘
案
し
、予

算
計
上
を
し
、国
の
補
助
事
業
も
あ
る
た

め
、現
状
に
お
い
て
は
拡
充
の
検
討
し
て
い

な
い
。

　
　
　〈
湯
沢
町
観
光
協
会
運
営
費
〉

　
　
　
2
、0
0
0
万
円
は
人
件
費
相
当

額
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
案
内
所
の
人
員
分
も
包
含
す
る
。

　
　
　〈
秋
桜
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
補
助
金
〉

　
　
　
の
状
況
は
。

　
　
　
実
行
委
員
会
の
決
算
で
は
収
入
、

　
　
　
支
出
と
も
約
3
、0
0
0
万
円
。

昨
年
は
3
8
0
万
円
を
補
助
金
と
し
て
支

出
し
た
。

　
　
　〈
秋
桜
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
〉

　
　
　
に
つ
い
て
、参
加
者
数
へ
の
見
解
は
。

　
　
　
道
路
幅
員
等
を
鑑
み
、昨
年
の
参

　
　
　
加
数
5
、0
0
0
人
程
度
が
最
善

と
考
え
る
。

　
　
　〈
登
山
道
整
備
〉

　
　
　
1
1
9
万
円
の
予
算
で
賄
え
て
い

る
の
か
。

　
　
　
遊
歩
道
整
備
も
含
ん
で
い
る
。自

　
　
　
前
で
対
応
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。

　
　
　〈
公
衆
浴
場
の
休
業
時
対
応
〉

　
　
　
問
題
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
　
町
観
光
協
会
よ
り
、周
知
さ
れ
る

　
　
　
べ
き
こ
と
だ
が
、2
月
に一度
そ
れ

が
う
ま
く
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
事
案
が
あ
っ

た
。徹
底
を
図
り
た
い
。

　
　
　〈
広
報
戦
略
官
〉

　
　
　
概
要
は
。

　
　
　
観
光
の
み
で
な
く
、広
報
等
も
含

　
　
　
め
て
お
願
い
す
べ
く
、協
議
を
進

め
て
い
る
。詳
細
は
今
し
ば
ら
く
お
待
ち

頂
き
た
い
。

　
　
　〈
畜
産
業
費
の
状
況
〉

　
　
　
南
魚
沼
市
の
家
畜
診
療
所
の
業
務

　
　
　
委
託
が
該
当
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、

有
害
鳥
獣
駆
除
時
に
猿
に
麻
酔
を
打
つ
、

伝
染
病
対
策
等
は
、こ
ち
ら
が
対
応
す
る

こ
と
と
な
る
。

　
　
　〈
D
M
O
の
推
進
〉

　
　
　
雪
国
観
光
圏
の
補
助
金
の
実
態

は
。ま
た
、雪
国
観
光
圏
の
実
態
は
ど
う

な
っ
て
い
る
。雪
国
観
光
圏
の
理
解
・
認
知

が
進
ん
で
い
な
い
、現
状
と
の
へ
だ
た
り
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　（一
社
）雪
国
観
光
圏
と
雪
国
観
光
圏

　
　
　
推
進
協
議
会
の
2
団
体
が
存
在
す

る
。雪
国
観
光
圏
推
進
協
議
会
で
補
助
金
申

請
を
実
施
し
、（一社
）雪
国
観
光
圏
で
実
務
を

担
う
と
い
う
体
制
に
な
っ
て
い
る
。な
お
、両

団
体
に
か
か
る
決
算
書
等
も
ご
提
示
し
た
い
。

産 
業 

観 

光 

部

質問答弁質問答弁質問答弁 質問答弁

質問答弁

質問答弁質問質問 答弁

質問答弁

質問答弁質問答弁 答弁

質問答弁質問答弁

質問答弁

総
括
質
疑

町
長
へ
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賛
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多
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可
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平成

27
年度

一
般
会
計
補
正
予
算質問答弁質問答弁 　

　
　
滝
沢
駐
車
場
熱
交
換
器
採
熱
試
験
３

　
　
　
０
０
万
減
の
概
要
は
い
か
に
。ま
た
地

下
水
及
び
温
泉
の
影
響
は
。

　
試
験
を
実
施
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

　
　
　
同
駐
車
場
の
穴
を
掘
削
し
地
中
熱
を

　
　
　
利
用
し
埋
設
し
た
不
凍
液
を
循
環
さ

せ
、融
雪
に
利
用
す
べ
く
予
算
化
を
し
た
。　

　
し
か
し
な
が
ら
地
域
事
情
に
合
わ
ず
断
念

し
た
。過
去
、諏
訪
源
泉
の
近
く
で
直
接
の
因

果
関
係
が
不
明
で
あ
る
が
、そ
れ
を
類
す
る
事

案
が
あ
っ
た
。そ
の
点
を
鑑
み
、今
回
は
中
止

と
し
た
。

　
な
お
温
泉
法
関
連
は
県
の
主
管
と
な
っ

て
い
る
。源
泉
の
保
護
は
町
と
し
て
も
重

要
案
件
と
認
識
し
て
い
る
。な
お
試
験
に

つ
い
て
は
現
状
を
鑑
み
、実
施
す
べ
き
で

な
い
と
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　一般
寄
付
2
、0
1
2
万
の
詳
細

　
　
　
は
い
か
に
。

　
　
　
４
件
の
合
計
で
あ
る
。一件
に
つ
い

　
　
　
て
は
2
、0
0
0
万
円
の
寄
付
を

頂
戴
し
た
。

3
月
7
日
　一般
会
計
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
開
催
　
委
員
長
　
髙 

橋
　
五
輪
夫

63,263,000円を増額
総額６９億43,852,000円

歳入（収入）の主な増減
町民税滞納繰越分………40０万円減
固定資産税滞納繰越分…１,０００万円減
地方交付税…………………３４７万円増

国庫支出金………………1,835万円減
県支出金………………1,703万円減

財産収入 町有地売払い増…2,998万円増
寄付金……………………２,０１２万円増

歳出（支出）の主な増減
情報セキュリティ対策事業
　…………………………1,536万円増
個人番号カード交付事業負担金増
　……………………………１３８万円増

国民健康保健特別会計繰出金
　……………………………124万円増
塵芥処理一般管…………1,238万円増

湯沢町観光協会宣伝業務補助金増
　……………………………100万円増

滝沢駐車場熱交換器採熱試験
　……………………………300万円減

個人番号カード関係 滝沢駐車場

主
な
質
疑

賛成全員で可決

　
　
　
広
報
戦
略
官
の
採
用
に
つ
い
て
、

　
　
　
予
算
は
観
光
費
で
2
0
0
万

円
、予
算
の
概
要
資
料
に
よ
れ
ば
企
画

政
策
課
と
な
っ
て
い
る
。ど
こ
に
配
属

と
し
、ど
の
よ
う
に
処
遇
す
る
つ
も
り
か
。

　
　
　
予
算
編
成
時
は
そ
の
よ
う
に
さ

　
　
　
せ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
だ
が
、週

2
回
の
勤
務
を
想
定
し
、職
員
の
視
点

で
は
な
い
斬
新
、か
つ
広
い
観
点
か
ら

の
意
見
・
見
識
を
頂
き
、湯
沢
町
の
広

報
戦
略
を
担
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。役
職
は
非
常
勤
嘱
託
員
を
想

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、配
属
課

も
含
め
て
、現
在
交
渉
中
で
あ
る
。

　
　
　
去
年
の
予
算
委
員
会
よ
り
も
、

　
　
　
参
考
資
料
の
配
布
が
著
し
く
少

な
い
。

　
　
　
委
員
会
の
審
議
に
支
障
が
生
じ

　
　
　
て
い
た
な
ら
お
詫
び
を
し
、部

長
会
議
等
で
も
検
証
を
実
施
し
た
い
。 

　
　
　
会
計
制
度
の
変
更
に
伴
い
、29

　
　
　
年
度
か
ら
の
複
式
簿
記
の
順
次

導
入
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、シ
ス
テ

ム
改
修
等
も
必
ず
や
生
じ
る
も
の
と
解

す
る
が
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
つ

も
り
か
。

　
　
　
国
の
指
針
に
則
し
て
進
捗
し
て

　
　
　
い
き
た
い
。 

　
　
　
米
の
食
味
の
向
上
に
つ
い
て
、

　
　
　
町
と
し
て
の
取
組
は
い
か
に
。

　
　
　
生
産
者
、農
協
、町
で
協
議
会

　
　
　
を
設
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、消
費
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
湯
沢

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
生
産
を
展
開
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
湯
沢
高
原
を 

”湯
沢
町
の
観
光

　
　
　
の
顔
”と
言
い
な
が
ら
、指
定
管

理
者
等
の
契
約
と
差
異
が
あ
り
、従
前

ど
お
り
の
契
約
内
容
を
継
続
し
た
場

合
、議
会
の
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
さ

え
出
来
な
い
。行
政
と
議
会
の
共
同
責

任
を
担
う
と
い
う
関
係
の
構
築
が
必
須

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
湯
沢
町
と
し
て
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

　
　
　
の
重
要
性
は
強
く
認
識
を
し
て

お
り
、今
後
に
つ
い
て
、協
議
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。議
会
を
な
い
が

し
ろ
に
し
て
い
る
つ
も
り
は一
切
な
い
。

議
会
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、進
捗
さ
せ

て
い
き
た
い
。特

別
委
員
会
採
決

　
　
　〈
電
気
柵
補
助
〉

　
　
　
上
限
が
5
万
円
と
の
こ
と
だ
が
、

拡
充
の
検
討
は
。

　
　
　
町
単
費
で
の
補
助
事
業
で
あ
る

　
　
　
が
、昨
年
の
実
績
を
勘
案
し
、予

算
計
上
を
し
、国
の
補
助
事
業
も
あ
る
た

め
、現
状
に
お
い
て
は
拡
充
の
検
討
し
て
い

な
い
。

　
　
　〈
湯
沢
町
観
光
協
会
運
営
費
〉

　
　
　
2
、0
0
0
万
円
は
人
件
費
相
当

額
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
案
内
所
の
人
員
分
も
包
含
す
る
。

　
　
　〈
秋
桜
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
補
助
金
〉

　
　
　
の
状
況
は
。

　
　
　
実
行
委
員
会
の
決
算
で
は
収
入
、

　
　
　
支
出
と
も
約
3
、0
0
0
万
円
。

昨
年
は
3
8
0
万
円
を
補
助
金
と
し
て
支

出
し
た
。

　
　
　〈
秋
桜
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
〉

　
　
　
に
つ
い
て
、参
加
者
数
へ
の
見
解
は
。

　
　
　
道
路
幅
員
等
を
鑑
み
、昨
年
の
参

　
　
　
加
数
5
、0
0
0
人
程
度
が
最
善

と
考
え
る
。

　
　
　〈
登
山
道
整
備
〉

　
　
　
1
1
9
万
円
の
予
算
で
賄
え
て
い

る
の
か
。

　
　
　
遊
歩
道
整
備
も
含
ん
で
い
る
。自

　
　
　
前
で
対
応
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。

　
　
　〈
公
衆
浴
場
の
休
業
時
対
応
〉

　
　
　
問
題
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
　
町
観
光
協
会
よ
り
、周
知
さ
れ
る

　
　
　
べ
き
こ
と
だ
が
、2
月
に一度
そ
れ

が
う
ま
く
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
事
案
が
あ
っ

た
。徹
底
を
図
り
た
い
。

　
　
　〈
広
報
戦
略
官
〉

　
　
　
概
要
は
。

　
　
　
観
光
の
み
で
な
く
、広
報
等
も
含

　
　
　
め
て
お
願
い
す
べ
く
、協
議
を
進

め
て
い
る
。詳
細
は
今
し
ば
ら
く
お
待
ち

頂
き
た
い
。

　
　
　〈
畜
産
業
費
の
状
況
〉

　
　
　
南
魚
沼
市
の
家
畜
診
療
所
の
業
務

　
　
　
委
託
が
該
当
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、

有
害
鳥
獣
駆
除
時
に
猿
に
麻
酔
を
打
つ
、

伝
染
病
対
策
等
は
、こ
ち
ら
が
対
応
す
る

こ
と
と
な
る
。

　
　
　〈
D
M
O
の
推
進
〉

　
　
　
雪
国
観
光
圏
の
補
助
金
の
実
態

は
。ま
た
、雪
国
観
光
圏
の
実
態
は
ど
う

な
っ
て
い
る
。雪
国
観
光
圏
の
理
解
・
認
知

が
進
ん
で
い
な
い
、現
状
と
の
へ
だ
た
り
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　（一
社
）雪
国
観
光
圏
と
雪
国
観
光
圏

　
　
　
推
進
協
議
会
の
2
団
体
が
存
在
す

る
。雪
国
観
光
圏
推
進
協
議
会
で
補
助
金
申

請
を
実
施
し
、（一社
）雪
国
観
光
圏
で
実
務
を

担
う
と
い
う
体
制
に
な
っ
て
い
る
。な
お
、両

団
体
に
か
か
る
決
算
書
等
も
ご
提
示
し
た
い
。

産 

業 

観 

光 

部

質問答弁質問答弁質問答弁 質問答弁

質問答弁
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質問答弁

質問答弁質問答弁 答弁
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総
括
質
疑

町
長
へ
の

賛
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岸
　野
　雅
　人

　
日
本
国
憲
法
第
９
条
を

守
る
の
は
、日
本
だ
け
で
す
。

　
北
朝
鮮
や
中
国
の
脅
威

に
対
し
、一
国
だ
け
で
安
全

を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
は
、ク
リ
ミ
ヤ
半
島
や
南

シ
ナ
海
を
視
れ
ば
明
ら
か
で

す
。

　
集
団
的
自
衛
権
の一部
を

行
使
す
る
こ
と
は
、守
備
専

門
武
装
チ
ー
ム
の
守
備
力
を

高
め
る
た
め
に
は
、や
む
を

得
な
い
判
断
だ
と
思
い
ま

す
。

　
よ
っ
て
安
保
法
制
の
廃
止

は
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
と

考
え
ま
す
。

提
出
者

　湯
の
町
湯
沢
平
和
の
輪

代
表
　笛 

木
　壌

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は

反
対
多
数
で
否
決
。

本
会
議
に
お
い
て
賛
成
6

反
対
5
　賛
成
多
数
で
可
決
。

佐
　藤
　守
　正

　
憲
法
は
、
国
民
が
政
府
の
行

動
を
規
制
し
守
ら
せ
る
た
め
に

あ
る
。
今
ま
で
は
憲
法
違
反
と

さ
れ
て
き
た
集
団
的
自
衛
権
を
、

政
府
が
勝
手
に
解
釈
を
変
更
し

て
行
使
で
き
る
と
す
る
こ
と
は
、

立
憲
主
義
に
背
く
も
の
で
許
さ

れ
な
い
。

　
戦
争
法
を
強
引
に
通
し
て
か

ら
、
自
衛
隊
は
急
速
に
変
貌
し

て
い
る
。
２８
年
度
予
算
で
購
入

す
る
装
備
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
と

佐
　藤
　守
　正

　
湯
沢
町
で
は
民
生
費
が
や
や
軽

く
扱
わ
れ
て
い
る
感
が
否
め
な

い
。町
の
最
重
要
施
策
は
福
祉
の

増
進
で
あ
る
の
に
、湯
沢
町
は
常

に
土
木
費
が
最
大
の
支
出
項
目
に

な
っ
て
い
る
。他
の
ほ
と
ん
ど
の
市

町
村
で
は
民
生
費
が
総
支
出
の
25

%
か
ら
30
％
を
占
め
て
目
的
別
支

出
で
は
１
位
で
あ
る
。

　
民
生
費
に
は
、一つ一つ
の
施
策

に
か
か
る
経
費
は
少
な
く
と
も
、

住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
に
は
必

要
な
事
業
が
沢
山
あ
り
、そ
れ
に

も
っ
と
潤
沢
な
予
算
を
付
け
る
べ

き
だ
と
主
張
し
た
い
。

賛
成
10
　反
対
1
　賛
成
多
数
で

可
決
。

岸
　野
　雅
　人

　
地
域
経
済
は一
部
で
上
向
い
て

い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、全
体
と

し
て
は
依
然
厳
し
い
状
況
が
続

く
。

　
職
員
の
給
与
が
若
年
層
を
主
に

し
て
上
が
る
の
は
意
味
と
効
果
が

あ
る
と
思
う
が
、議
員
12
人
の
報

酬
が〝
年
間
で
1
0
0
分
の
５
ヶ

月
分
〞上
が
っ
て
も
、経
済
効
果
は

ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
え
る
。

　
ま
た
執
行
部
自
身
は
上
げ
な
い

の
に
、議
員
報
酬
を
上
げ
る
と
言

う
理
由
に
も
合
点
が
ゆ
か
な
い
。

　
今
回
の
報
酬
増
額
は
ご
遠
慮

申
し
上
げ
た
く
、反
対
を
し
ま
す
。

田
　村
　計
　久

　
議
員
報
酬
の
引
き
上
げ
に
反
対

し
ま
す
。

① 

小
雪
に
よ
る
減
収
が
及
ぼ
す

影
響
と
こ
れ
ま
で
の
町
の
経

済
状
況
に
改
善
の
兆
し
は
な

く
さ
ら
に
悪
く
な
る
。

② 

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
の
経

緯
に
対
し
て
町
民
の
行
政
に

対
す
る
不
信
感
が
払
し
ょ
く

さ
れ
て
い
な
い
。

③
新
潟
県
１０
の
町
村
議
会
に
お
い

て
、
２０
万
円
を
超
え
る
報
酬

は
４
町
村
、湯
沢
町
の
議
員

報
酬
は
聖
籠
町
に
次
ぎ
、２

番
目
の
金
額
で
高
い
方
で
あ

る
。

以
上
の
点
か
ら
町
財
政
の
厳
し
い

中
、議
員
報
酬
の
値
上
げ
は
必
要

な
い
と
考
え
ま
す
。

賛
成
6
　反
対
5
　賛
成
多
数

で
可
決
。

請 願
第1号

可 決

提
出
者
　岸 

野
　雅 

人 

議
員

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
賛
成
全
員
で
可
決
。

本
会
議
に
お
い
て
も
賛
成
全
員
で
可
決
。

発 議
第1号

可決

公
共
道
路
等
除
雪
費
を
経
営
事
項
審
査
の

加
点
対
象
科
目
に
計
上
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

安
保
法
制
の
廃
止
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

提
出
者
　軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
仲
間
の
会
　代
表
　藤 

本
　久
美
子

本
会
議
に
お
い
て
賛
成
全
員
で
可
決
。

陳 情
第1号

可決

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
・
脳
し
ん
と
う
の
周
知
と

予
防
、
そ
の
危
険
性
や
予
後
の
相
談
の

出
来
る
窓
口
な
ど
の
設
置
を
求
め
る
陳
情

一 

般 

会 

計

海
外
で
共
同
行
動
を
す
る
た
め

の
攻
撃
的
侵
略
的
な
武
器
ば
か

り
。
そ
れ
も
後
年
度
負
担
の
ツ

ケ
払
い
。
政
府
を
牽
制
す
る
声

を
地
方
か
ら
上
げ
て
い
き
た
い
。

髙
　橋
　五
輪
夫

請
願
に
賛
成
い
た
し
ま
す
。

私
は
現
在
の
憲
法
は
護
憲
に
固

執
せ
ず
、
国
民
の
民
意
を
問
う

て
改
憲
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
立
憲
主
義
を
遵
守
せ

よ
と
い
う
今
回
の
請
願
は
、
法

治
国
家
と
し
て
当
然
で
あ
り
、

権
力
者
に
よ
り
憲
法
の
解
釈
を

変
え
る
こ
と
に
は
絶
対
に
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
の
で
こ
の
請
願

に
は
賛
成
い
た
し
ま
す
。

反 

対

賛 

成

（ 定例会中の常任委員会審査報告 ）
※主なもの（詳細は表決結果参照）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
　岸 

野
　雅 

人

（
議
案
17
件
中
15
件
賛
成
全
員
、２
件
賛
成
多
数
・

可
決
、陳
情
１
件
賛
成
少
数
不
採
択
）

3月8日

（
議
案
9
件
中
9
件
賛
成
全
員
可
決
、陳
情
１
件

賛
成
全
員
採
択
）

3月8日

（
議
案
3
件
中
3
件
賛
成
全
員
可
決
、発
議
１
件

賛
成
全
員
可
決
）

3月10日

生
活
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　宮 

田
　眞
理
子

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　田 

村
　計 

久

湯
沢
町
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
退
職
し
た
職
員
が
元
の
職
場
で
働
き
か
け
を
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
定
め
る
条
例
。

賛
成
全
員
可
決

湯
沢
町
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画

　
後
期
基
本
計
画
は
、前
期
基
本
計
画
の
見
直
し
か

ら
審
議
会
で
の
検
討
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
議
会
に
上
程
。

　
　実
施
計
画
は
作
る
の
か
。

　
　
具
体
的
な
財
政
計
画
や
実
施
計
画
は
作
ら
な

い
。

賛
成
多
数
可
決

普
通
財
産
の
無
償
貸
付

　
旧
浅
貝
保
育
園
を
浅
貝
町
内
会
が
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
と
し
て
利
活
用
す
る
た
め
の
契
約
。

　
　他
の
小
学
校
、保
育
園
は
。

　
　
旧
神
小
・
旧
土
小
は
、申
請
者
と
調
整
中
。

賛
成
全
員
可
決

湯
沢
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
公
募
に
よ
ら
な
い
指
定
管
理
者
の
候
補
者
の
審
議

に
よ
り
、湯
沢
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管
理
は
社
会
福

祉
法
人
湯
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
選
定
。

賛
成
全
員
可
決

安
保
法
制
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
関
す
る
請
願

　
請
願
の
趣
旨
と
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
朗
読
と

説
明
。立
憲
主
義
は
断
固
と
し
て
守
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。

　
こ
の
請
願
と
同
様
の
趣
旨
で
、湯
沢
町
内
で
1
、

5
0
0
名
の
署
名
獲
得
を
目
指
し
て
い
る
。

賛
成
少
数
不
採
択

湯
沢
町
指
定
地
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、介
護

の
提
供
に
は
、利
用
者
、そ
の
家
族
、地
域
の
代
表
者
、

所
在
す
る
町
の
代
表
者
又
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
、知
見
を
有
す
る
者
等
に
よ
り
、協
議
会

「
運
営
推
進
会
議
」を
設
置
し
概
ね
6
月
に
1
回
以
上

こ
の
会
議
に
活
動
状
況
を
報
告
し
、評
価
を
う
け
、要

望
助
言
等
を
聞
く
機
会
を
設
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

賛
成
多
数
可
決

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
3
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
3
7
、2
2
4
千
円
を
減
額
し
、歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
1
、2
5
7
、7
7
2
千
円
と

す
る
。

　
　基
金
残
高
が
決
算
時
1
1
7
万
円
か
ら
今
回

7
5
0
万
円
ま
で
増
え
た
の
は
何
故
か
。

　
　
27
年
に
つ
い
て
は
税
率
も
上
が
り
、負
担
金
も

拡
充
、医
療
費
は
下
が
っ
た
。

　
　国
庫
支
出
金
の
交
付
基
準
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
か
か
っ
た
医
療
費
を
も
と
に
算
定
す
る
。

賛
成
多
数
可
決

湯
沢
町
都
市
公
園
条
例
の一部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

　
主
水
公
園
の
区
域
変
更
に
伴
い
、公
園
施
設
の
建

築
基
準
、建
築
面
積
が
敷
地
面
積
の
1
0
0
分
の
2

で
あ
っ
た
も
の
を
、特
例
を
設
け
る
こ
と
で
建
築
基
準

の
面
積
を
1
0
0
分
10
、1
0
0
分
の
20
な
ど
に
変

更
可
能
に
す
る
。ま
た
、フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
の
新
設

に
伴
い
使
用
料
金
を
1
、0
8
0
円
と
定
め
る
。

賛
成
多
数
可
決

問答問答

問答 問答

反対
討論

議
員
報
酬
の

引
き
上
げ

反対
討論
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岸
　野
　雅
　人

　
日
本
国
憲
法
第
９
条
を

守
る
の
は
、日
本
だ
け
で
す
。

　
北
朝
鮮
や
中
国
の
脅
威

に
対
し
、一
国
だ
け
で
安
全

を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
は
、ク
リ
ミ
ヤ
半
島
や
南

シ
ナ
海
を
視
れ
ば
明
ら
か
で

す
。

　
集
団
的
自
衛
権
の一部
を

行
使
す
る
こ
と
は
、守
備
専

門
武
装
チ
ー
ム
の
守
備
力
を

高
め
る
た
め
に
は
、や
む
を

得
な
い
判
断
だ
と
思
い
ま

す
。

　
よ
っ
て
安
保
法
制
の
廃
止

は
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
と

考
え
ま
す
。

提
出
者

　湯
の
町
湯
沢
平
和
の
輪

代
表
　笛 
木
　壌

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は

反
対
多
数
で
否
決
。

本
会
議
に
お
い
て
賛
成
6

反
対
5
　賛
成
多
数
で
可
決
。

佐
　藤
　守
　正

　
憲
法
は
、
国
民
が
政
府
の
行

動
を
規
制
し
守
ら
せ
る
た
め
に

あ
る
。
今
ま
で
は
憲
法
違
反
と

さ
れ
て
き
た
集
団
的
自
衛
権
を
、

政
府
が
勝
手
に
解
釈
を
変
更
し

て
行
使
で
き
る
と
す
る
こ
と
は
、

立
憲
主
義
に
背
く
も
の
で
許
さ

れ
な
い
。

　
戦
争
法
を
強
引
に
通
し
て
か

ら
、
自
衛
隊
は
急
速
に
変
貌
し

て
い
る
。
２８
年
度
予
算
で
購
入

す
る
装
備
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
と

佐
　藤
　守
　正

　
湯
沢
町
で
は
民
生
費
が
や
や
軽

く
扱
わ
れ
て
い
る
感
が
否
め
な

い
。町
の
最
重
要
施
策
は
福
祉
の

増
進
で
あ
る
の
に
、湯
沢
町
は
常

に
土
木
費
が
最
大
の
支
出
項
目
に

な
っ
て
い
る
。他
の
ほ
と
ん
ど
の
市

町
村
で
は
民
生
費
が
総
支
出
の
25

%
か
ら
30
％
を
占
め
て
目
的
別
支

出
で
は
１
位
で
あ
る
。

　
民
生
費
に
は
、一つ一つ
の
施
策

に
か
か
る
経
費
は
少
な
く
と
も
、

住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
に
は
必

要
な
事
業
が
沢
山
あ
り
、そ
れ
に

も
っ
と
潤
沢
な
予
算
を
付
け
る
べ

き
だ
と
主
張
し
た
い
。

賛
成
10
　反
対
1
　賛
成
多
数
で

可
決
。

岸
　野
　雅
　人

　
地
域
経
済
は一
部
で
上
向
い
て

い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、全
体
と

し
て
は
依
然
厳
し
い
状
況
が
続

く
。

　
職
員
の
給
与
が
若
年
層
を
主
に

し
て
上
が
る
の
は
意
味
と
効
果
が

あ
る
と
思
う
が
、議
員
12
人
の
報

酬
が〝
年
間
で
1
0
0
分
の
５
ヶ

月
分
〞上
が
っ
て
も
、経
済
効
果
は

ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
え
る
。

　
ま
た
執
行
部
自
身
は
上
げ
な
い

の
に
、議
員
報
酬
を
上
げ
る
と
言

う
理
由
に
も
合
点
が
ゆ
か
な
い
。

　
今
回
の
報
酬
増
額
は
ご
遠
慮

申
し
上
げ
た
く
、反
対
を
し
ま
す
。

田
　村
　計
　久

　
議
員
報
酬
の
引
き
上
げ
に
反
対

し
ま
す
。

① 

小
雪
に
よ
る
減
収
が
及
ぼ
す

影
響
と
こ
れ
ま
で
の
町
の
経

済
状
況
に
改
善
の
兆
し
は
な

く
さ
ら
に
悪
く
な
る
。

② 

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
の
経

緯
に
対
し
て
町
民
の
行
政
に

対
す
る
不
信
感
が
払
し
ょ
く

さ
れ
て
い
な
い
。

③
新
潟
県
１０
の
町
村
議
会
に
お
い

て
、
２０
万
円
を
超
え
る
報
酬

は
４
町
村
、湯
沢
町
の
議
員

報
酬
は
聖
籠
町
に
次
ぎ
、２

番
目
の
金
額
で
高
い
方
で
あ

る
。

以
上
の
点
か
ら
町
財
政
の
厳
し
い

中
、議
員
報
酬
の
値
上
げ
は
必
要

な
い
と
考
え
ま
す
。

賛
成
6
　反
対
5
　賛
成
多
数

で
可
決
。

請 願
第1号

可 決

提
出
者
　岸 
野
　雅 
人 

議
員

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
賛
成
全
員
で
可
決
。

本
会
議
に
お
い
て
も
賛
成
全
員
で
可
決
。

発 議
第1号

可決

公
共
道
路
等
除
雪
費
を
経
営
事
項
審
査
の

加
点
対
象
科
目
に
計
上
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

安
保
法
制
の
廃
止
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

提
出
者
　軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
仲
間
の
会
　代
表
　藤 

本
　久
美
子

本
会
議
に
お
い
て
賛
成
全
員
で
可
決
。

陳 情
第1号

可決

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
・
脳
し
ん
と
う
の
周
知
と

予
防
、
そ
の
危
険
性
や
予
後
の
相
談
の

出
来
る
窓
口
な
ど
の
設
置
を
求
め
る
陳
情

一 

般 

会 

計

海
外
で
共
同
行
動
を
す
る
た
め

の
攻
撃
的
侵
略
的
な
武
器
ば
か

り
。
そ
れ
も
後
年
度
負
担
の
ツ

ケ
払
い
。
政
府
を
牽
制
す
る
声

を
地
方
か
ら
上
げ
て
い
き
た
い
。

髙
　橋
　五
輪
夫

請
願
に
賛
成
い
た
し
ま
す
。

私
は
現
在
の
憲
法
は
護
憲
に
固

執
せ
ず
、
国
民
の
民
意
を
問
う

て
改
憲
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
立
憲
主
義
を
遵
守
せ

よ
と
い
う
今
回
の
請
願
は
、
法

治
国
家
と
し
て
当
然
で
あ
り
、

権
力
者
に
よ
り
憲
法
の
解
釈
を

変
え
る
こ
と
に
は
絶
対
に
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
の
で
こ
の
請
願

に
は
賛
成
い
た
し
ま
す
。

反 

対

賛 

成

（ 定例会中の常任委員会審査報告 ）
※主なもの（詳細は表決結果参照）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
　岸 

野
　雅 

人

（
議
案
17
件
中
15
件
賛
成
全
員
、２
件
賛
成
多
数
・

可
決
、陳
情
１
件
賛
成
少
数
不
採
択
）

3月8日

（
議
案
9
件
中
9
件
賛
成
全
員
可
決
、陳
情
１
件

賛
成
全
員
採
択
）

3月8日

（
議
案
3
件
中
3
件
賛
成
全
員
可
決
、発
議
１
件

賛
成
全
員
可
決
）

3月10日

生
活
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　宮 

田
　眞
理
子

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　田 

村
　計 

久

湯
沢
町
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
退
職
し
た
職
員
が
元
の
職
場
で
働
き
か
け
を
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
定
め
る
条
例
。

賛
成
全
員
可
決

湯
沢
町
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画

　
後
期
基
本
計
画
は
、前
期
基
本
計
画
の
見
直
し
か

ら
審
議
会
で
の
検
討
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
議
会
に
上
程
。

　
　実
施
計
画
は
作
る
の
か
。

　
　
具
体
的
な
財
政
計
画
や
実
施
計
画
は
作
ら
な

い
。

賛
成
多
数
可
決

普
通
財
産
の
無
償
貸
付

　
旧
浅
貝
保
育
園
を
浅
貝
町
内
会
が
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
と
し
て
利
活
用
す
る
た
め
の
契
約
。

　
　他
の
小
学
校
、保
育
園
は
。

　
　
旧
神
小
・
旧
土
小
は
、申
請
者
と
調
整
中
。

賛
成
全
員
可
決

湯
沢
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
公
募
に
よ
ら
な
い
指
定
管
理
者
の
候
補
者
の
審
議

に
よ
り
、湯
沢
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管
理
は
社
会
福

祉
法
人
湯
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
選
定
。

賛
成
全
員
可
決

安
保
法
制
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
関
す
る
請
願

　
請
願
の
趣
旨
と
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
朗
読
と

説
明
。立
憲
主
義
は
断
固
と
し
て
守
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。

　
こ
の
請
願
と
同
様
の
趣
旨
で
、湯
沢
町
内
で
1
、

5
0
0
名
の
署
名
獲
得
を
目
指
し
て
い
る
。

賛
成
少
数
不
採
択

湯
沢
町
指
定
地
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、介
護

の
提
供
に
は
、利
用
者
、そ
の
家
族
、地
域
の
代
表
者
、

所
在
す
る
町
の
代
表
者
又
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
、知
見
を
有
す
る
者
等
に
よ
り
、協
議
会

「
運
営
推
進
会
議
」を
設
置
し
概
ね
6
月
に
1
回
以
上

こ
の
会
議
に
活
動
状
況
を
報
告
し
、評
価
を
う
け
、要

望
助
言
等
を
聞
く
機
会
を
設
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

賛
成
多
数
可
決

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
3
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
3
7
、2
2
4
千
円
を
減
額
し
、歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
1
、2
5
7
、7
7
2
千
円
と

す
る
。

　
　基
金
残
高
が
決
算
時
1
1
7
万
円
か
ら
今
回

7
5
0
万
円
ま
で
増
え
た
の
は
何
故
か
。

　
　
27
年
に
つ
い
て
は
税
率
も
上
が
り
、負
担
金
も

拡
充
、医
療
費
は
下
が
っ
た
。

　
　国
庫
支
出
金
の
交
付
基
準
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
か
か
っ
た
医
療
費
を
も
と
に
算
定
す
る
。

賛
成
多
数
可
決

湯
沢
町
都
市
公
園
条
例
の一部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

　
主
水
公
園
の
区
域
変
更
に
伴
い
、公
園
施
設
の
建

築
基
準
、建
築
面
積
が
敷
地
面
積
の
1
0
0
分
の
2

で
あ
っ
た
も
の
を
、特
例
を
設
け
る
こ
と
で
建
築
基
準

の
面
積
を
1
0
0
分
10
、1
0
0
分
の
20
な
ど
に
変

更
可
能
に
す
る
。ま
た
、フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
の
新
設

に
伴
い
使
用
料
金
を
1
、0
8
0
円
と
定
め
る
。

賛
成
多
数
可
決

問答問答

問答 問答

反対
討論

議
員
報
酬
の

引
き
上
げ

反対
討論
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選
手
・
関
係
者
は
参
加
国
２０
ケ
国
２
８
６
名
の
予
定
。

テ
レ
ビ
放
映
の
海
外
ク
ル
ー
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
１
ケ
国

で
あ
る
。

　
　
協
定
は
締
結
し
て
い
る
の
か
。

　
　
町
、Ｓ
Ａ
Ｊ
、Ｓ
Ａ
Ｎ
、
プ
リ
ン
ス
の
４
者
で
結
ん
で

い
る
。

議員全員協議会
第１回

平
成
２８
年
１
月
２５
日

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
準
備
状
況

　
審
議
会
を
２６
年
に
は
２
回
、２７
年
に
は
４
回
開
催
し
、

２７
年
１
月
２０
日
に
答
申
さ
れ
た
。

　
１
月
２７
日
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
開
始
、
１
件

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
２５
日
が
締
め
切
り

で
あ
る
。

第2回

平
成
２８
年
2
月
２4
日

第3回

平
成
２８
年
3
月
23
日

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

問答問答問答

問答問答

問答問答問答問答

問答 　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
に
は
、
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
た
い
。
候
補
者
と
し
て
「
社
旗
福
祉
法
人
湯

沢
町
社
会
福
祉
協
議
会
」
を
選
定
し
た
い
。

　
　
今
の
社
協
の
状
況
で
運
営
で
き
る
の
か
。

　
　
社
協
と
協
議
し
て
い
る
。

　
　
民
間
に
運
営
を
任
せ
て
い
る
の
が
全
県
で
５２
％
に

な
っ
て
い
る
が
、
中
身
は
。

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
か
、
新
潟
市
は
社
協
と
な
っ
て
い

る
。 放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
生
ゴ
ミ
の
処
理
方
針
に
つ
い
て
は

❶ 

減
量
化
、
資
源
化
施
策
の
推
進

❷ 

経
済
性
と
環
境
負
荷
軽
減

　
町
民
負
担
の
観
点
を
総
合
的
に
検
討
す
る
。
処
理
方

法
に
よ
る
経
費
比
較
を
し
て
い
る
。

　
　
お
お
よ
そ
の
予
算
、
負
担
割
合
は
。

　
　
計
画
を
積
み
上
げ
て
い
き
、
そ
こ
か
ら
決
ま
る
。

　
　
処
理
能
力
は
現
在
の
施
設
と
比
べ
て
ど
う
か
。

　
　
３５
年
に
は
人
口
も
減
る
の
で
、
現
在
の
施
設
よ
り

小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

新
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
進
捗
状
況

　
布
場
ス
キ
ー
場
を
あ
と
３
年
の
２
０
１
９
年
３
月

ま
で
借
地
し
、
そ
の
後
半
年
か
け
て
リ
フ
ト
を
撤
去

し
た
い
。

布
場
ス
キ
ー
場

　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会
か
ら
提
言
が
あ
っ
た

が
、
新
年
度
へ
の
具
体
化
は
こ
れ
か
ら
。

　
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
件
数
は
。

　
　
２
件
あ
っ
た
。
意
見
は
１２
件
で
あ
る
。

地
方
創
生
総
合
戦
略
の
状
況

広
報
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
添
田
正
義
氏
を
広
報
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
委

嘱
す
る
。

　
　
契
約
期
間
は
。

　
　
２
年
く
ら
い
を
考
え
て
い
る
。

　
　
デ
ス
ク
は
ど
こ
に
設
け
る
の
か
。

　
　
総
務
部
企
画
政
策
室
に
設
け
、
週
２
日
く
ら
い
の

勤
務
に
な
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
　
岸 

野
　
雅 

人

湯
沢
高
原
契
約
更
新
の
方
針

　
平
成
29
年
4
月
以
降
も
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
株
式

会
社
と
契
約
更
新
の
予
定
。細
部
は
今
後
協
議
。

　
　
　
　
主
な
Ｑ
＆
Ａ

　
　
透
明
化
と
関
係
す
る
支
出
の
抑
制
を
。

　
　
年
間
、施
設
で
1
億
円
程
度
。（
整
備
は
5
〜

6
千
万
円
）

　
　
累
積
欠
損
金
勘
定
は
28
年
5
月
期
で
解
消
す

る
の
か
。

　
　
そ
の
予
定
で
す
。

　
　
設
備
投
資
計
画
の
見
通
し
は
。

　
　
将
来
の
設
備
投
資
の
話
は
こ
れ
か
ら
詰
め
て
い

く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
現
状
等

　
中
央
の
シ
ス
テ
ム
障
害
に
よ
る
遅
れ
が
あ
る
。発

行
1
枚
に
職
員一人
が
30
分
か
か
る
。

認
定
こ
ど
も
園
の
準
備
状
況

　
2
人
目
・
3
人
目
の
負
担
減
は
3
月
の
教
育
委
員

会
議
題
。1
歳
児
の
入
園
が
増
え
る
。行
政
の
仕
事

は「
子
育
て
」へ
の「
支
援
」。

総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
視
察

給
食
セ
ン
タ
ー
視
察（
給
食
の
試
食
）

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、衛
生
・
安
全
・
栄
養
と
提
供

量
な
ど
に
充
分
な
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
。

問答問 問答 答

（ 3月議会前までの常任委員会調査 ）
2月18日

生
活
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　
宮 

田
　
眞
理
子

保
健
事
業

●
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

　
27
年
度
１
月
末
ま
で
の
受
診
者
４
５
７
人
。

●
予
防
接
種
事
業

　
①
高
齢
者
の
予
防
接
種
・
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
・
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
②
風
疹
予
防
接
種
27
年
度
実
績
な
し
、26
年
度
延

べ
5
人
。

●
住
民
健
診
事
業

　
①
が
ん
検
診
・
特
定
健
診

　
②
集
団
検
診
に
よ
る
受
診
困
難
者
へ
の
結
核
検
診

●
糖
尿
病
予
防
の
た
め
の
二
次
検
査
住
民
健
診
、国

保
ド
ッ
ク
受
診
者
で
、
19
〜
74
歳
を
対
象
に
二
次

検
査
を
行
い
、生
活
習
慣
を
見
直
し
。

●
疾
病
予
防
対
策
事
業

　
慢
性
腎
臓
病
予
防
の
た
め
の
住
民
健
診
後
の
健
康

教
育
課
事
業
を
見
直
し
、予
防
対
策
を
実
施
。

●
湯
の
町
ゆ
ざ
わ
の
健
康
調
査
研
究
継
続
。

過
誤
納
の
返
納
状
況

　
対
象
者
に
還
付
処
理
等
を
行
っ
て
い
る
。課
税
地

不
明
に
よ
る
調
査
不
能
者
は
17
人
。調
査
不
能
に
よ

る
未
処
理
は
94
人
。

湯
沢
町
国
民
健
康
保
険
の
運
営

　
平
成
30
年
度
か
ら
の
国
保
は
都
道
府
県
が
市
町
村

と
と
も
に
、運
営
を
担
い
、都
道
府
県
が
財
政
運
営

の
責
任
主
体
と
な
る
。

2月18日

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
田 

村
　
計 

久

地
域
整
備
部
の
主
要
公
共
事
業
等
の
進
捗
状
況

　
上
水
道
電
気
機
械
設
備
更
新
事
業
、簡
水
電
気
機

械
設
備
更
新
事
業
、三
俣
地
内
配
水
管
移
設
工
事
等

事
業
は
完
了
。

　
湯
沢
浄
化
セ
ン
タ
ー
、１
億
７
、0
0
0
万
円
。

土
樽
松
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
、７
１
０
万
円
。三
俣
処

理
区
、４
億
７
、９
０
０
万
円
な
ど
な
ど
。

湯
沢
町
の
除
雪
状
況

　
12
月
か
ら
は
少
雪
の
た
め
消
雪
パ
イ
プ
電
気
量
と

除
雪
出
動
が
前
年
比
、大
幅
に
減
少
、凍
結
防
止
剤

の
散
布
は
、前
年
よ
り
増
加
。

観
光
客
入
込
状
況

　
ス
キ
ー
場
の
１
月
末
の
入
込
状
況
と
夏
季
の
入
込

合
わ
せ
対
前
年
1
0
3
％
。ス
キ
ー
客
は
１
月
末
で

1
0
6
％
と
好
調
、少
雪
の
た
め
３
月
が
不
明
確
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
状
況
の
状
況
と
対
応

　
招
へ
い
事
業
13
件
、訪
問
事
業
8
件
。ス
キ
ー
場

対
前
年
比
1
4
1
％
、少
雪
の
影
響
か
外
国
人
客
と

日
本
人
客
の
入
込
が
逆
転
。

民
泊
の
現
状

　
違
法
行
為
は
関
係
機
関
と
連
携
し
対
処
す
る
。

農
業
制
度
と
生
産
状
況
等

　
水
田
フ
ル
活
用
の
推
進
と
経
営
所
得
安
定
対
策
、

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
等
に
よ
る
構
造
改

革
の
推
進
。27
年
生
産
状
況
は
天
候
に
よ
り
生
産
量

が
少
な
く
青
未
熟
米
が
多
く
品
質
が
低
下
。

2月24日

3月1日

　
　
１
年
間
の
借
り
上
げ
料
は
。

　
　
布
場
ス
キ
ー
場
の
借
り
上
げ
料
は
２
１
８
万
円
。

　
　
返
還
す
る
と
し
て
も
、
何
も
し
な
い
の
か
。

　
　
２
年
前
に
返
還
保
障
を
払
う
代
わ
り
に
原
状
復

帰
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

布場スキー場
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選
手
・
関
係
者
は
参
加
国
２０
ケ
国
２
８
６
名
の
予
定
。

テ
レ
ビ
放
映
の
海
外
ク
ル
ー
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
１
ケ
国

で
あ
る
。

　
　
協
定
は
締
結
し
て
い
る
の
か
。

　
　
町
、Ｓ
Ａ
Ｊ
、Ｓ
Ａ
Ｎ
、
プ
リ
ン
ス
の
４
者
で
結
ん
で

い
る
。

議員全員協議会
第１回

平
成
２８
年
１
月
２５
日

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
準
備
状
況

　
審
議
会
を
２６
年
に
は
２
回
、２７
年
に
は
４
回
開
催
し
、

２７
年
１
月
２０
日
に
答
申
さ
れ
た
。

　
１
月
２７
日
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
開
始
、
１
件

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
２５
日
が
締
め
切
り

で
あ
る
。

第2回

平
成
２８
年
2
月
２4
日

第3回

平
成
２８
年
3
月
23
日

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

問答問答問答

問答問答

問答問答問答問答

問答 　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
に
は
、
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
た
い
。
候
補
者
と
し
て
「
社
旗
福
祉
法
人
湯

沢
町
社
会
福
祉
協
議
会
」
を
選
定
し
た
い
。

　
　
今
の
社
協
の
状
況
で
運
営
で
き
る
の
か
。

　
　
社
協
と
協
議
し
て
い
る
。

　
　
民
間
に
運
営
を
任
せ
て
い
る
の
が
全
県
で
５２
％
に

な
っ
て
い
る
が
、
中
身
は
。

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
か
、
新
潟
市
は
社
協
と
な
っ
て
い

る
。 放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
生
ゴ
ミ
の
処
理
方
針
に
つ
い
て
は

❶ 

減
量
化
、
資
源
化
施
策
の
推
進

❷ 

経
済
性
と
環
境
負
荷
軽
減

　
町
民
負
担
の
観
点
を
総
合
的
に
検
討
す
る
。
処
理
方

法
に
よ
る
経
費
比
較
を
し
て
い
る
。

　
　
お
お
よ
そ
の
予
算
、
負
担
割
合
は
。

　
　
計
画
を
積
み
上
げ
て
い
き
、
そ
こ
か
ら
決
ま
る
。

　
　
処
理
能
力
は
現
在
の
施
設
と
比
べ
て
ど
う
か
。

　
　
３５
年
に
は
人
口
も
減
る
の
で
、
現
在
の
施
設
よ
り

小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

新
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
進
捗
状
況

　
布
場
ス
キ
ー
場
を
あ
と
３
年
の
２
０
１
９
年
３
月

ま
で
借
地
し
、
そ
の
後
半
年
か
け
て
リ
フ
ト
を
撤
去

し
た
い
。

布
場
ス
キ
ー
場

　
地
方
創
生
対
策
特
別
委
員
会
か
ら
提
言
が
あ
っ
た

が
、
新
年
度
へ
の
具
体
化
は
こ
れ
か
ら
。

　
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
件
数
は
。

　
　
２
件
あ
っ
た
。
意
見
は
１２
件
で
あ
る
。

地
方
創
生
総
合
戦
略
の
状
況

広
報
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
添
田
正
義
氏
を
広
報
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
委

嘱
す
る
。

　
　
契
約
期
間
は
。

　
　
２
年
く
ら
い
を
考
え
て
い
る
。

　
　
デ
ス
ク
は
ど
こ
に
設
け
る
の
か
。

　
　
総
務
部
企
画
政
策
室
に
設
け
、
週
２
日
く
ら
い
の

勤
務
に
な
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
　
岸 

野
　
雅 

人

湯
沢
高
原
契
約
更
新
の
方
針

　
平
成
29
年
4
月
以
降
も
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
株
式

会
社
と
契
約
更
新
の
予
定
。細
部
は
今
後
協
議
。

　
　
　
　
主
な
Ｑ
＆
Ａ

　
　
透
明
化
と
関
係
す
る
支
出
の
抑
制
を
。

　
　
年
間
、施
設
で
1
億
円
程
度
。（
整
備
は
5
〜

6
千
万
円
）

　
　
累
積
欠
損
金
勘
定
は
28
年
5
月
期
で
解
消
す

る
の
か
。

　
　
そ
の
予
定
で
す
。

　
　
設
備
投
資
計
画
の
見
通
し
は
。

　
　
将
来
の
設
備
投
資
の
話
は
こ
れ
か
ら
詰
め
て
い

く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
現
状
等

　
中
央
の
シ
ス
テ
ム
障
害
に
よ
る
遅
れ
が
あ
る
。発

行
1
枚
に
職
員一人
が
30
分
か
か
る
。

認
定
こ
ど
も
園
の
準
備
状
況

　
2
人
目
・
3
人
目
の
負
担
減
は
3
月
の
教
育
委
員

会
議
題
。1
歳
児
の
入
園
が
増
え
る
。行
政
の
仕
事

は「
子
育
て
」へ
の「
支
援
」。

総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
視
察

給
食
セ
ン
タ
ー
視
察（
給
食
の
試
食
）

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、衛
生
・
安
全
・
栄
養
と
提
供

量
な
ど
に
充
分
な
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
。

問答問 問答 答

（ 3月議会前までの常任委員会調査 ）
2月18日

生
活
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　
宮 

田
　
眞
理
子

保
健
事
業

●
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

　
27
年
度
１
月
末
ま
で
の
受
診
者
４
５
７
人
。

●
予
防
接
種
事
業

　
①
高
齢
者
の
予
防
接
種
・
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
・
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
②
風
疹
予
防
接
種
27
年
度
実
績
な
し
、26
年
度
延

べ
5
人
。

●
住
民
健
診
事
業

　
①
が
ん
検
診
・
特
定
健
診

　
②
集
団
検
診
に
よ
る
受
診
困
難
者
へ
の
結
核
検
診

●
糖
尿
病
予
防
の
た
め
の
二
次
検
査
住
民
健
診
、国

保
ド
ッ
ク
受
診
者
で
、
19
〜
74
歳
を
対
象
に
二
次

検
査
を
行
い
、生
活
習
慣
を
見
直
し
。

●
疾
病
予
防
対
策
事
業

　
慢
性
腎
臓
病
予
防
の
た
め
の
住
民
健
診
後
の
健
康

教
育
課
事
業
を
見
直
し
、予
防
対
策
を
実
施
。

●
湯
の
町
ゆ
ざ
わ
の
健
康
調
査
研
究
継
続
。

過
誤
納
の
返
納
状
況

　
対
象
者
に
還
付
処
理
等
を
行
っ
て
い
る
。課
税
地

不
明
に
よ
る
調
査
不
能
者
は
17
人
。調
査
不
能
に
よ

る
未
処
理
は
94
人
。

湯
沢
町
国
民
健
康
保
険
の
運
営

　
平
成
30
年
度
か
ら
の
国
保
は
都
道
府
県
が
市
町
村

と
と
も
に
、運
営
を
担
い
、都
道
府
県
が
財
政
運
営

の
責
任
主
体
と
な
る
。

2月18日

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
田 

村
　
計 

久

地
域
整
備
部
の
主
要
公
共
事
業
等
の
進
捗
状
況

　
上
水
道
電
気
機
械
設
備
更
新
事
業
、簡
水
電
気
機

械
設
備
更
新
事
業
、三
俣
地
内
配
水
管
移
設
工
事
等

事
業
は
完
了
。

　
湯
沢
浄
化
セ
ン
タ
ー
、１
億
７
、0
0
0
万
円
。

土
樽
松
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
、７
１
０
万
円
。三
俣
処

理
区
、４
億
７
、９
０
０
万
円
な
ど
な
ど
。

湯
沢
町
の
除
雪
状
況

　
12
月
か
ら
は
少
雪
の
た
め
消
雪
パ
イ
プ
電
気
量
と

除
雪
出
動
が
前
年
比
、大
幅
に
減
少
、凍
結
防
止
剤

の
散
布
は
、前
年
よ
り
増
加
。

観
光
客
入
込
状
況

　
ス
キ
ー
場
の
１
月
末
の
入
込
状
況
と
夏
季
の
入
込

合
わ
せ
対
前
年
1
0
3
％
。ス
キ
ー
客
は
１
月
末
で

1
0
6
％
と
好
調
、少
雪
の
た
め
３
月
が
不
明
確
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
状
況
の
状
況
と
対
応

　
招
へ
い
事
業
13
件
、訪
問
事
業
8
件
。ス
キ
ー
場

対
前
年
比
1
4
1
％
、少
雪
の
影
響
か
外
国
人
客
と

日
本
人
客
の
入
込
が
逆
転
。

民
泊
の
現
状

　
違
法
行
為
は
関
係
機
関
と
連
携
し
対
処
す
る
。

農
業
制
度
と
生
産
状
況
等

　
水
田
フ
ル
活
用
の
推
進
と
経
営
所
得
安
定
対
策
、

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
等
に
よ
る
構
造
改

革
の
推
進
。27
年
生
産
状
況
は
天
候
に
よ
り
生
産
量

が
少
な
く
青
未
熟
米
が
多
く
品
質
が
低
下
。

2月24日

3月1日

　
　
１
年
間
の
借
り
上
げ
料
は
。

　
　
布
場
ス
キ
ー
場
の
借
り
上
げ
料
は
２
１
８
万
円
。

　
　
返
還
す
る
と
し
て
も
、
何
も
し
な
い
の
か
。

　
　
２
年
前
に
返
還
保
障
を
払
う
代
わ
り
に
原
状
復

帰
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

布場スキー場
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新
潟
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

（
新
潟
市
）

湯
沢
町
消
防
出
初
め
式

広
報
常
任
委
員
会

湯
沢
町
新
春
賀
詞
交
歓
会

み
ど
り
市
議
会
議
会
改
革
特
別
委
員

会
視
察
対
応

広
報
常
任
委
員
会

広
報
常
任
委
員
会

第
１
回
議
員
全
員
協
議
会

湯
沢
小
学
校
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
競
技

大
会

F
I
S
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
2
0
1
6
湯
沢
苗
場
大
会

ウ
ェ
ル
カ
ム 

パ
ー
テ
ィ
ー

F
I
S
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
2
0
1
6
湯
沢
苗
場
大
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

生
活
福
祉
常
任
委
員
会

十
日
町
雪
ま
つ
り
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル・

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

職
業
訓
練
法
人 

南
魚
沼
職
業
能
力
開

発
運
営
協
会
理
事
会
及
び
代
議
員
会

（
南
魚
沼
市
）

南
魚
沼
市
消
防
審
議
会（
南
魚
沼
市
）

新
潟
県
町
村
議
会
議
長
会

第
67
回
定
期
総
会（
新
潟
市
）

第
２
回
議
会
全
員
協
議
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
公
社
）南
魚
沼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
市
町
議
会
と
の
懇
談
会

（
南
魚
沼
市
）

南
魚
沼
地
域
土
地
開
発

公
社
理
事
会（
南
魚
沼
市
）

南
魚
沼
広
域
計
画
協
議
会

（
南
魚
沼
市
）

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
２
月
定
例
会（
新
潟
市
）

魚
沼
地
区
郵
便
局
長
会
通
常
総
会
及

び
魚
沼
地
区
な
で
し
こ
の
会
通
常
総

会（
湯
沢
町
）

や
す
ら
ぎ
堤
の
概
要
及
び
計
画
等
の

視
察（
新
潟
市
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会（
湯
沢
町
総

合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー・ジ
ャ
ン
プ

ラ
ネ
ッ
ト
視
察
と
学
校
給
食
体
験
）

議
会
運
営
委
員
会

広
報
常
任
委
員
会

湯
沢
町
立
中
学
校

第
５６
回
卒
業
証
書
授
与
式

議
員
勉
強
会

第
２０
回「
越
後
湯
沢
全
国
童
画
展
」

表
彰
式
及
び
交
流
会

第
１
回
定
例
会
　

　魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組

合
議
会

湯
沢
小
学
校

第
６９
回
卒
業
証
書
授
与
式

二
市一町
正
副
議
長
会
議

F
I
S
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
2
0
1
6
湯
沢
苗
場
大
会

湯
沢
町
実
行
委
員
会
総
会

議
会
活
動
日
誌

平成27年度　議 員 出 勤 簿 平成27年4月1日~平成28年3月31日

会議名と
出欠状況

議員名

本　会　議 常 任 委 員 会 議運・特別委員会

　本会議は２７年度に定例会・臨時会あわせて５回開催されました。その開催日の合計が出席必要日数（出席義務日）で、全ての議員が同じとなりま
す。欠席は１日まるまる休んだ場合を１日とし、遅刻・早退の場合は遅刻・早退があった場合ごとに１回として記載しています。
　委員会については４つの常任委員会（総務文教・生活福祉・産業建設・議会広報）と議会運営委員会及び特別委員会（一般会計補正予算審査・当
初予算審査・決算審査・地方創生）が設置されましたが、全ての議員が同じ委員会の委員ではないこと、また各委員会ごとに開催回数が異なるため、
必要出席日数も各議員によって異なります。また、その委員会の委員でない場合でも、請願の紹介議員として所属外の委員会に出席を求められた
り、議長のようにほぼ全ての常任・特別委員会に出席していても、正規の委員ではないことから必要出席日数が０の議員もいます。
　また、議長は中立公平の立場から全ての常任委員会及び特別委員会の委員に就任していません。議会選出の監査委員も監査をする立場なので、
決算審査特別委員会の委員には就任できません。

議 員 表 決 結 果 報 告 平成28年3月定例議会

●　採決結果の記載方法（可＝賛成多数で可決・採択等の場合：否＝賛成少数で否決・不採択等の場合）
●　表決結果の記載方法（議員個々の賛否：賛成＝○・反対＝×・欠席＝欠・除斥＝除）：議長は採決に参加できません。

理
由
の
記
載
方
法
：
○
病
気
等（
自
身
、家
族
を
含
む
）、○
冠
婚
葬
祭（
出
席
案
内
を

　
　
　
　
　
　
　
　
も
ら
っ
た
場
合
）、○
議
員
と
し
て
の
公
務
等
出
張
、○
事
故
等
、

　
　
　
　
　
　
　
　
○
自
己
都
合

A

B

C

D

E

湯沢町議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

湯沢町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正

湯沢町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例の制定

湯沢町税条例の一部を改正する条例等の一部を改正する条例の専決処分の報告
平成２７年度一般会計補正予算（第６号）の専決処分の報告
平成２７年度一般会計補正予算（第７号）の専決処分の報告
平成２７年度一般会計補正予算（第８号）の専決処分の報告
平成２７年度水道事業会計補正予算（第３号）の専決処分の報告
湯沢町情報公開審査会委員の委嘱
湯沢町個人情報保護審査会委員の委嘱
湯沢町農業委員会委員の任命
魚沼地域胃集団検診協議会規約の変更
魚沼地域胃集団検診協議会の廃止
魚沼地区障害福祉組合規約の変更
湯沢町職員の退職管理に関する条例の制定
湯沢町職員の給与に関する条例の一部改正

湯沢町行政不服審査に関する条例の制定
行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定
湯沢町固定資産評価審査委員会条例の一部改正
湯沢町奨学金貸与条例の一部改正

湯沢町総合計画の後期基本計画
湯沢町都市公園条例の一部改正

南魚沼市との定住自立圏形成協定締結
湯沢町が南魚沼市に委託する事務の変更
普通財産の無償貸付
土地賃貸借仮契約（有限会社栄屋）の締結
土地賃貸借仮契約（農事組合法人滝の又農産）の締結
字の変更
湯沢町保健医療センターの指定管理者の指定
湯沢児童クラブの指定管理者の指定
平成２７年度一般会計補正予算（第９号）
平成２７年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
平成２７年度介護保険特別会計補正予算（第３号）
平成２７年度下水道特別会計補正予算（第３号）
平成２７年度水道事業会計補正予算（第４号）
平成２７年度病院事業会計補正予算（第１号）
平成２８年度一般会計予算
平成２８年度国民健康保険特別会計予算
平成２８年度後期高齢者医療特別会計予算
平成２８年度介護保険特別会計予算
平成２８年度下水道特別会計予算
平成２８年度水道事業会計予算
平成２８年度病院事業会計予算
普通財産の貸付
安保法制の廃止を求める意見書の提出に関する請願

湯沢町職員の特殊勤務手当に関する条例等の一部改正
湯沢町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
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湯沢町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに介
護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、相談の出来る窓口などの設置を求
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安保法制の廃止を求める意見書
安公共道路等除雪費を経営事項審査の加点対象科目に計上する意見書
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平成27年度　議 員 出 勤 簿 平成27年4月1日~平成28年3月31日

会議名と
出欠状況

議員名

本　会　議 常 任 委 員 会 議運・特別委員会

　本会議は２７年度に定例会・臨時会あわせて５回開催されました。その開催日の合計が出席必要日数（出席義務日）で、全ての議員が同じとなりま
す。欠席は１日まるまる休んだ場合を１日とし、遅刻・早退の場合は遅刻・早退があった場合ごとに１回として記載しています。
　委員会については４つの常任委員会（総務文教・生活福祉・産業建設・議会広報）と議会運営委員会及び特別委員会（一般会計補正予算審査・当
初予算審査・決算審査・地方創生）が設置されましたが、全ての議員が同じ委員会の委員ではないこと、また各委員会ごとに開催回数が異なるため、
必要出席日数も各議員によって異なります。また、その委員会の委員でない場合でも、請願の紹介議員として所属外の委員会に出席を求められた
り、議長のようにほぼ全ての常任・特別委員会に出席していても、正規の委員ではないことから必要出席日数が０の議員もいます。
　また、議長は中立公平の立場から全ての常任委員会及び特別委員会の委員に就任していません。議会選出の監査委員も監査をする立場なので、
決算審査特別委員会の委員には就任できません。

議 員 表 決 結 果 報 告 平成28年3月定例議会

●　採決結果の記載方法（可＝賛成多数で可決・採択等の場合：否＝賛成少数で否決・不採択等の場合）
●　表決結果の記載方法（議員個々の賛否：賛成＝○・反対＝×・欠席＝欠・除斥＝除）：議長は採決に参加できません。
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事
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等
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○
自
己
都
合

A

B

C

D

E

湯沢町議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

湯沢町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正

湯沢町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例の制定

湯沢町税条例の一部を改正する条例等の一部を改正する条例の専決処分の報告
平成２７年度一般会計補正予算（第６号）の専決処分の報告
平成２７年度一般会計補正予算（第７号）の専決処分の報告
平成２７年度一般会計補正予算（第８号）の専決処分の報告
平成２７年度水道事業会計補正予算（第３号）の専決処分の報告
湯沢町情報公開審査会委員の委嘱
湯沢町個人情報保護審査会委員の委嘱
湯沢町農業委員会委員の任命
魚沼地域胃集団検診協議会規約の変更
魚沼地域胃集団検診協議会の廃止
魚沼地区障害福祉組合規約の変更
湯沢町職員の退職管理に関する条例の制定
湯沢町職員の給与に関する条例の一部改正

湯沢町行政不服審査に関する条例の制定
行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定
湯沢町固定資産評価審査委員会条例の一部改正
湯沢町奨学金貸与条例の一部改正

湯沢町総合計画の後期基本計画
湯沢町都市公園条例の一部改正

南魚沼市との定住自立圏形成協定締結
湯沢町が南魚沼市に委託する事務の変更
普通財産の無償貸付
土地賃貸借仮契約（有限会社栄屋）の締結
土地賃貸借仮契約（農事組合法人滝の又農産）の締結
字の変更
湯沢町保健医療センターの指定管理者の指定
湯沢児童クラブの指定管理者の指定
平成２７年度一般会計補正予算（第９号）
平成２７年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
平成２７年度介護保険特別会計補正予算（第３号）
平成２７年度下水道特別会計補正予算（第３号）
平成２７年度水道事業会計補正予算（第４号）
平成２７年度病院事業会計補正予算（第１号）
平成２８年度一般会計予算
平成２８年度国民健康保険特別会計予算
平成２８年度後期高齢者医療特別会計予算
平成２８年度介護保険特別会計予算
平成２８年度下水道特別会計予算
平成２８年度水道事業会計予算
平成２８年度病院事業会計予算
普通財産の貸付
安保法制の廃止を求める意見書の提出に関する請願

湯沢町職員の特殊勤務手当に関する条例等の一部改正
湯沢町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
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結
果

提

出

者

請

願

陳

情

議
会
提
出

並
木 

利
彦

可 ○

髙
橋 

政
喜
○

髙
橋
五
輪
夫
○

岸
野 

雅
人
○

角 

谷 

　
勉
○

白
井 
孝
雄
○

関 
　
忠 

夫
○

宮
田
眞
理
子
○

田
村 

計
久
○

佐
藤 

守
正
○

師 

田 

　
保
○

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○

×

○ ○ ○ ○

可

×

○

× ×

○ ○ ○ ○

× ×

○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

湯沢町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに介
護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、相談の出来る窓口などの設置を求
める陳情 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、相談の出来る窓口などの設置を求
める意見書 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

×

○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

安保法制の廃止を求める意見書
安公共道路等除雪費を経営事項審査の加点対象科目に計上する意見書

可

×

○ ○

×

○

× × ×

○ ○ ○
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可

×

○ ○

×

○

× × ×

○ ○ ○

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　　　案　　　名

3
　月
　定
　例
　会

１
月
５
日　

６
日

８
日

１３
日

１３
日

１４
日

１９
日

２５
日

２
月
５
日 

１１
日

　
　
　　

１３
日
〜

１４
日

１８
日　

２０
日　

２３
日　

　
　　　

２４
日　

２５
日

２６
日　

　
２８
日　　　　

２９
日　

３
月
１
日　

３
日　

４
日　　

５
日　

７
日
〜

２３
日

２２
日　

２４
日　

28
日

３０
日

執
　
　行
　
　部
　
　提
　
　出
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外
国
人
の
お
客
様
が
増
え
、

　
　
　
将
来
の
雪
国
湯
沢
町
が
ど

ん
な
観
光
地
で
あ
っ
て
欲
し
い
か

を
見
つ
め
直
す
時
が
来
て
い
る
と

思
う
。

　
荒
れ
た
観
光
地
に
な
ら
ぬ
よ

う
、
ど
の
よ
う
な
観
光
地
を
目
指

し
、
今
後
の
外
国
人
誘
客
活
動
は

ど
う
進
め
て
行
こ
う
と
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　
今
後
も
広
く
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
を
開
拓
し
、
有
利
に
商
談

　
　
　「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　
　
　
設
置
」
を
再
度
尋
ね
る
。

12
月
の
一
般
質
問
で
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
設
置
を
要
望
し

た
。
高
齢
者
対
策
ま
た
病
後
の
リ

ハ
ビ
リ
（
理
学
療
法
）
等
に
温
泉

を
利
用
し
た
理
学
療
法
、
自
立
の

た
め
の
作
業
療
法
を
導
入
し
、
特

徴
あ
る
湯
沢
病
院
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
し
て
経
営
を
考
え
る

な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
実
現
に
向
け

て
検
討
す
べ
き
と
思
う
、
も
し
付

ハイランドパーク㈱との
契約はどうなる

契約は安全・安心を考えると。

髙　橋　政　喜Q
A

&

け
加
え
る
な
ら
ば
、
言
語
療
法
も

入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
特
定
の
診
療
科
目
と
す
る

　
　
　
た
め
に
は
設
備
を
整
え
、

医
師
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
ど
れ
だ
け
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の

か
調
査
を
し
、
管
理
者
と
協
議
し

検
討
し
て
い
く
。
ま
た
営
業
し
て

い
く
に
は
費
用
対
効
果
も
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

QA
外
国
人
誘
客
と
地
域
の
将
来

〝
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
〞

を
目
指
す
。

質問

質問 質問

答弁質問答弁

質問答弁 答弁

　
　
　
滝
沢
公
園
の
整
備
と
不
動

　
　
　
滝
に
通
じ
る
道
の
今
後
は

ど
う
な
る
の
か
説
明
を
求
め
る
。

　
　
　
滝
沢
公
園
の
整
備
は
、
太

　
　
　
鼓
橋
と
水
力
発
電
を
県
に

強
く
要
望
し
て
い
く
。
不
動
滝
へ

の
道
は
土
曜
、
日
曜
は
通
行
で
き

る
よ
う
に
作
業
す
る
。
し
か
し
28

年
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
の
時
だ

け
は一
時
通
行
止
め
に
な
る
こ
と

も
あ
る
、
関
係
者
に
は
2
月
23
日

に
説
明
済
み
で
あ
り
ま
す
。

質問答弁

子育ての窓口を分かりやすく

教育委員会は、5月から湯沢学園内に。

岸　野　雅　人Q
A

&

　
　
　
こ
の
４
月
保
育
園
が
統
合
。

　
　
　
湯
沢
学
園
内
に
『
湯
沢
町

総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
』
が

開
設
さ
れ
る
。

　一
方
、
出
産
・
乳
幼
児
ま
で
の

対
応
と
病
児
・
病
後
児
保
育
は
湯

沢
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
。
各

種
手
当
て
な
ど
は
役
場
１
階
税
務

町
民
部
、
奨
学
金
は
子
育
て
教
育

部
で
３
階
。

　
施
設
等
は
と
も
か
く
、
町
民
目

線
か
ら
の
改
善
余
地
は
あ
る
よ
う

に
思
う
。

　
ま
た
将
来
、
教
育
委
員
会
と
子

育
て
教
育
部
は
ど
こ
に
在
る
の
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
か
。

　
　
　
総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

　
　
　
ー
に
保
健
師
を
配
置
し
育

児
相
談
に
も
対
応
。
奨
学
金
な
ど

は
審
査
の
必
要
上
担
当
課
で
取
扱

う
。

　
教
育
委
員
会
は
、
５
月
か
ら
湯

沢
学
園
内
に
設
置
す
る
。

　
　
　
将
来
、
湯
沢
学
園
に
他
地

　
　
　
域
か
ら
も
入
園
者
が
あ
り

感
謝
の
声
が
集
ま
る
よ
う
目
指
さ

な
け
れ
ば
、
教
育
の
湯
沢
ブ
ラ
ン

ド
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
湯
沢
学

園
10
数
年
を
貫
く
テ
ー
マ
を
掲
げ

て
は
い
か
が
か
。

　
　
　
テ
ー
マ
は
教
育
委
員
会
側

　
　
　
で
検
討
。

質問 　
　
　
契
約
期
間
は
平
成
２４
年  

　
　
　
４
月
１
日
か
ら
29
年
3
月

３１
日
の
5
年
間
と
な
る
。
契
約
で

は
期
間
満
了
の一年
前
ま
で
に
町
、

ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
㈱
の
い
ず
れ
か

に
よ
り
書
面
に
て
更
新
拒
絶
の
申

し
出
が
な
い
限
り
、
引
き
続
き
５

年
間
継
続
す
る
。
と
な
っ
て
い
る
、

そ
の一年
前
が
ち
か
く
な
っ
て
き
た

が
町
の
考
え
は
。

　
　
　
契
約
は
安
全
安
心
を
考
え

　
　
　
る
と
、
現
在
の
ハ
イ
ラ
ン

ド
パ
ー
ク
㈱
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

　
　
　
今
後
も
年
間
約
1
億
円
の

　
　
　
投
資
を
続
け
る
の
か
。

　
　
　
契
約
に
対
し
て
様
々
な
内

　
　
　
容
を
現
在
検
討
中
で
あ

る
。

質問

質問答弁 答弁答弁答弁

を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
市
場
と
し

て
有
望
な
地
域
に
誘
客
活
動
を
し

て
行
く
。

　
　
　
平
た
く
言
う
と〝
手
当
た

　
　
　
り
次
第
〞に
聞
こ
え
る
。

町
が
壊
れ
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
、
も

う
少
し
ね
ら
い
が
あ
っ
て
然
る
べ

き
と
思
う
が
。

　
　
　
外
国
人
の
割
合
は
ス
キ
ー

　
　
　
客
で
約
３
％
、
宿
泊
で
２

〜
３
％
、
言
わ
れ
る
心
配
に
は
及

ば
な
い
し
、
騒
が
し
く
な
い
少
人

数
グ
ル
ー
プ
が
多
い
。

　
旅
慣
れ
た
欧
米
人
が
満
足
す
る

体
制
整
備
が
肝
要
。
協
議
し
な
が

ら
方
向
性
を
定
め
て
行
く
。

　
　
　
稼
い
で
食
っ
て
い
く
こ
と

　
　
　
も
、
よ
り
良
い
地
域
を
後

世
に
伝
え
る
こ
と
も
大
切
。

　
日
本
に
住
む
外
国
人
と
か
、
欧

米
系
の
方
と
か
、
そ
う
言
う
具
体

的
な
ね
ら
い
が
あ
っ
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
。

　
　
　
言
わ
れ
る
よ
う〝
住
ん
で

　
　
　
好
し
、
訪
れ
て
よ
し
〞を

目
指
し
、
町
の
特
性
を
活
か
す
観

光
振
興
を
進
め
て
行
き
た
い
。

Q
湯
沢
病
院
に

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
設
置
」を

Q
滝
沢
公
園
の
整
備
と

不
動
滝
に
通
じ
る
道
の

今
後
は
ど
う
な
る
の
か

湯沢高原ロープウェイ

湯沢認定こども園 開園式

インフォメーション
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外
国
人
の
お
客
様
が
増
え
、

　
　
　
将
来
の
雪
国
湯
沢
町
が
ど

ん
な
観
光
地
で
あ
っ
て
欲
し
い
か

を
見
つ
め
直
す
時
が
来
て
い
る
と

思
う
。

　
荒
れ
た
観
光
地
に
な
ら
ぬ
よ

う
、
ど
の
よ
う
な
観
光
地
を
目
指

し
、
今
後
の
外
国
人
誘
客
活
動
は

ど
う
進
め
て
行
こ
う
と
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　
今
後
も
広
く
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
を
開
拓
し
、
有
利
に
商
談

　
　
　「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　
　
　
設
置
」
を
再
度
尋
ね
る
。

12
月
の
一
般
質
問
で
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
設
置
を
要
望
し

た
。
高
齢
者
対
策
ま
た
病
後
の
リ

ハ
ビ
リ
（
理
学
療
法
）
等
に
温
泉

を
利
用
し
た
理
学
療
法
、
自
立
の

た
め
の
作
業
療
法
を
導
入
し
、
特

徴
あ
る
湯
沢
病
院
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
し
て
経
営
を
考
え
る

な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
実
現
に
向
け

て
検
討
す
べ
き
と
思
う
、
も
し
付

ハイランドパーク㈱との
契約はどうなる

契約は安全・安心を考えると。

髙　橋　政　喜Q
A

&

け
加
え
る
な
ら
ば
、
言
語
療
法
も

入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
特
定
の
診
療
科
目
と
す
る

　
　
　
た
め
に
は
設
備
を
整
え
、

医
師
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
ど
れ
だ
け
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の

か
調
査
を
し
、
管
理
者
と
協
議
し

検
討
し
て
い
く
。
ま
た
営
業
し
て

い
く
に
は
費
用
対
効
果
も
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

QA
外
国
人
誘
客
と
地
域
の
将
来

〝
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
〞

を
目
指
す
。

質問

質問 質問

答弁質問答弁

質問答弁 答弁

　
　
　
滝
沢
公
園
の
整
備
と
不
動

　
　
　
滝
に
通
じ
る
道
の
今
後
は

ど
う
な
る
の
か
説
明
を
求
め
る
。

　
　
　
滝
沢
公
園
の
整
備
は
、
太

　
　
　
鼓
橋
と
水
力
発
電
を
県
に

強
く
要
望
し
て
い
く
。
不
動
滝
へ

の
道
は
土
曜
、
日
曜
は
通
行
で
き

る
よ
う
に
作
業
す
る
。
し
か
し
28

年
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
の
時
だ

け
は一
時
通
行
止
め
に
な
る
こ
と

も
あ
る
、
関
係
者
に
は
2
月
23
日

に
説
明
済
み
で
あ
り
ま
す
。

質問答弁

子育ての窓口を分かりやすく

教育委員会は、5月から湯沢学園内に。

岸　野　雅　人Q
A

&

　
　
　
こ
の
４
月
保
育
園
が
統
合
。

　
　
　
湯
沢
学
園
内
に
『
湯
沢
町

総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
』
が

開
設
さ
れ
る
。

　一
方
、
出
産
・
乳
幼
児
ま
で
の

対
応
と
病
児
・
病
後
児
保
育
は
湯

沢
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
。
各

種
手
当
て
な
ど
は
役
場
１
階
税
務

町
民
部
、
奨
学
金
は
子
育
て
教
育

部
で
３
階
。

　
施
設
等
は
と
も
か
く
、
町
民
目

線
か
ら
の
改
善
余
地
は
あ
る
よ
う

に
思
う
。

　
ま
た
将
来
、
教
育
委
員
会
と
子

育
て
教
育
部
は
ど
こ
に
在
る
の
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
か
。

　
　
　
総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

　
　
　
ー
に
保
健
師
を
配
置
し
育

児
相
談
に
も
対
応
。
奨
学
金
な
ど

は
審
査
の
必
要
上
担
当
課
で
取
扱

う
。

　
教
育
委
員
会
は
、
５
月
か
ら
湯

沢
学
園
内
に
設
置
す
る
。

　
　
　
将
来
、
湯
沢
学
園
に
他
地

　
　
　
域
か
ら
も
入
園
者
が
あ
り

感
謝
の
声
が
集
ま
る
よ
う
目
指
さ

な
け
れ
ば
、
教
育
の
湯
沢
ブ
ラ
ン

ド
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
湯
沢
学

園
10
数
年
を
貫
く
テ
ー
マ
を
掲
げ

て
は
い
か
が
か
。

　
　
　
テ
ー
マ
は
教
育
委
員
会
側

　
　
　
で
検
討
。

質問 　
　
　
契
約
期
間
は
平
成
２４
年  

　
　
　
４
月
１
日
か
ら
29
年
3
月

３１
日
の
5
年
間
と
な
る
。
契
約
で

は
期
間
満
了
の一年
前
ま
で
に
町
、

ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
㈱
の
い
ず
れ
か

に
よ
り
書
面
に
て
更
新
拒
絶
の
申

し
出
が
な
い
限
り
、
引
き
続
き
５

年
間
継
続
す
る
。
と
な
っ
て
い
る
、

そ
の一年
前
が
ち
か
く
な
っ
て
き
た

が
町
の
考
え
は
。

　
　
　
契
約
は
安
全
安
心
を
考
え

　
　
　
る
と
、
現
在
の
ハ
イ
ラ
ン

ド
パ
ー
ク
㈱
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

　
　
　
今
後
も
年
間
約
1
億
円
の

　
　
　
投
資
を
続
け
る
の
か
。

　
　
　
契
約
に
対
し
て
様
々
な
内

　
　
　
容
を
現
在
検
討
中
で
あ

る
。

質問

質問答弁 答弁答弁答弁

を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
市
場
と
し

て
有
望
な
地
域
に
誘
客
活
動
を
し

て
行
く
。

　
　
　
平
た
く
言
う
と〝
手
当
た

　
　
　
り
次
第
〞に
聞
こ
え
る
。

町
が
壊
れ
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
、
も

う
少
し
ね
ら
い
が
あ
っ
て
然
る
べ

き
と
思
う
が
。

　
　
　
外
国
人
の
割
合
は
ス
キ
ー

　
　
　
客
で
約
３
％
、
宿
泊
で
２

〜
３
％
、
言
わ
れ
る
心
配
に
は
及

ば
な
い
し
、
騒
が
し
く
な
い
少
人

数
グ
ル
ー
プ
が
多
い
。

　
旅
慣
れ
た
欧
米
人
が
満
足
す
る

体
制
整
備
が
肝
要
。
協
議
し
な
が

ら
方
向
性
を
定
め
て
行
く
。

　
　
　
稼
い
で
食
っ
て
い
く
こ
と

　
　
　
も
、
よ
り
良
い
地
域
を
後

世
に
伝
え
る
こ
と
も
大
切
。

　
日
本
に
住
む
外
国
人
と
か
、
欧

米
系
の
方
と
か
、
そ
う
言
う
具
体

的
な
ね
ら
い
が
あ
っ
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
。

　
　
　
言
わ
れ
る
よ
う〝
住
ん
で

　
　
　
好
し
、
訪
れ
て
よ
し
〞を

目
指
し
、
町
の
特
性
を
活
か
す
観

光
振
興
を
進
め
て
行
き
た
い
。

Q
湯
沢
病
院
に

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
設
置
」を

Q
滝
沢
公
園
の
整
備
と

不
動
滝
に
通
じ
る
道
の

今
後
は
ど
う
な
る
の
か

湯沢高原ロープウェイ

湯沢認定こども園 開園式

インフォメーション
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湯沢高原ロープウェイ
契約更新について問う

来年、仮契約が否決されても損害賠償の
必要はないと考える。（後日訂正あり）

髙　橋　五輪夫Q
A

&

廃墟化したマンションだらけの
所に人が集まりますか？

人口減少の克服として居住用として
購入していただくことが大事。

並　木　利　彦Q
A

&

　　
　
平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら

　
　
　
平
成
29
年
3
月
31
日
の
５

年
間
が
契
約
期
間
で
あ
り
契
約
書

に
は
契
約
満
了
の
1
年
前
つ
ま
り

今
月
の
31
日
ま
で
に
湯
沢
町
・
ハ

イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
㈱
の
い
ず
れ
か

よ
り
書
面
に
て
更
新
拒
絶
の
申
し

出
が
な
い
限
り
、
引
き
続
き
5
年

間
契
約
す
る
、
と
あ
り
ま
す
。

契
約
内
容
は
今
後
1
年
か
け
て
精

査
し
来
年
の
議
会
で
議
決
を
取
る

と
言
っ
て
も
、
仮
に
議
会
で
否
決

す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
相
手
企
業
に

対
し
て
契
約
不
履
行
に
な
り
、
損

害
賠
償
も
考
え
ら
れ
、
議
会
で
は

継
続
を
否
決
す
る
こ
と
自
体
が
不

可
能
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
今
後一年
間
か
け
て
契
約
内
容

を
見
直
す
に
せ
よ
、
来
年
3
月
に

議
会
の
議
決
を
得
る
と
い
う
の

は
、
す
で
に
契
約
を
断
る
こ
と
が

で
き
な
い
よ
う
な
判
断
に（
民
意
）

な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
？

　
　
　仮
契
約
が
否
決
さ
れ
、
相

　
　
　手
方
が
何
ら
か
の
被
害
を

被
っ
た
と
し
て
も
損
害
賠
償
の
必

要
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

訂
正
後
の
答
弁

「
本
契
約
を
遵
守
し
な
い
た
め
に

生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
は
相
手
方

に
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
損
害
賠
償
を
求
め
ら
れ
る
可

能
性
が
な
い
と
は
言
え
な
い
と
こ

ろ
で
す
。

質問　　
　
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
と
の 

共

　
　
　
存
共
栄
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン

廃
墟
化
の
防
止
策
。『
湯
沢
町
自

治
会
の
認
定
基
準
等
に
関
す
る 

要
綱
』
も
で
き
、
積
極
的
に
定
住

し
て
頂
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う

が
？　

　
　マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
と

　
　
　意
見
交
換
を
行
な
い
共
存

共
栄
し
て
い
く
。

　
　
　
マ
ン
シ
ョ 

ン
交
流
促
進
事

　
　
　
業
補
助
金
の
使
い
方
も
、

共
に
汗
を
か
き
、
湯
沢
町
の
た
め

に
な
る
事
業
に
支
出
す
べ
き
で

は
？　

　
　補
助
金
の
目
的
が
、
マ
ン

　
　
　シ
ョ
ン
住
民
と
の
交
流
促

進
で
あ
る
た
め
、
今
ま
で
通
り
と

し
た
い
。 

　　
　
土
樽
地
区
は
、
観
光
施
設

　
　
　
が
散
在
。
湯
沢
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
パ
ー
ク
周
辺
に
、
川
遊
び
時

に 

使
う
ト
イ
レ
、
ホ
タ
ル
資
料

館
、
体
験
工
房
な
ど
の
総
合
的
な

公
園
が
あ
れ
ば
、
滞
在
時
間
が 

延
び
る
の
で
は
？
。

　
　
　必
要
と
は
思
う
。
民
間
の

　
　
　後
押
し
は
で
き
る
が
、

近
々
に
造
り
上
げ 

て
い
く
こ
と
は

困
難
。

　
　
　『
ビ
ー
コ
ン
』
を
使
い
、

　
　
　
情
報
を
発
信
す
る
の
が

手
っ
取
り
早
い
が
、
そ
の
整
備
は

い
ろ
い
ろ
と
問
題
が
あ
る
。
Q
R

コ
ー
ド
を
観
光
箇
所
等
で
外
国
人

対
応
や
観
光
紹
介
な
ど
で
活
用
し 

て
は
？ 

　
　
　Q
R
コ
ー
ド
の
ど
の
よ
う

　
　
　な
使
い
方
が
有
効
か
検
討

し
て
い
く
。

　
　
　
町
の
情
報
で
新
規
、
更
新

　
　
　
が
あ
っ
た
場
合
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
周
知
発
信
し
て
は
？

　
　
　新
着
情
報
を
読
み
に
き
て

　
　
　頂
く
。

　
　
　
U
I
タ
ー
ン
の
賃
貸
住
宅      

　
　
　
家
賃
等
補
助
金
に
於
て
就

職
形
態
が
、
派
遣
社 

員
・
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
の

方
は
対
象
で
は
な
い
。
町
に
あ
っ

た
独
自
の
も
の 

に
し
て
は
？

　
　
　長
期
の
定
住
促
進
と
考
え

　
　
　て
い
る
の
で
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
る
と
思
わ
な
い
。

　
　
　
若
手
の
起
業
は
、
隙
間
産

　
　
　
業
に
飛
び
込
む
こ
と
が

手
っ
取
り
早
い
。
隙
間
を
探
す
と

き
に 

町
の
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
発
信
す
る
こ
と
が
大
事
だ
が
？

　
　
　商
工
会
が
起
業
支
援
セ
ン

　
　
　タ
ー
を
設
置
運
営
。
町
も

起
業
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

　
　
　
今
回
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

　
　
　
開
催
は
、
経
年
で
の
観
光

客
の
増
加
が
成
功
で
あ
り
、
今
後

ど 

の
よ
う
に
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
効

果
を
持
続
す
る
の
か
？

　
　
　広
報
戦
略
に
取
入
れ
、
各

　
　
　ス
キ
ー
場
と
も
連
携
し
て

い
く
。

　
　
　
雪
不
足
等
で
宿
泊
施
設
等

　
　
　
の
売
り
上
げ
は
減
少
と
予

想
。
町
と
し
て
の
支
援
等
の
施
策

は
？　

　
　悪
影
響
が
で
れ
ば
緊
急
対

　
　
　策
を
す
る
。
登
山
や
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
等
、
宿
泊
や
飲
食
の

消
費
に
結
び
付
け
る
。
観
光
等
の

補
助
金
も
見
直
し
対
応
す
る
。 

質問質問質問

答弁

答弁

質問

質問質問 答弁

質問答弁質問答弁質問答弁 答弁

答弁

答弁答弁

　　
　
今
後
５
年
間
の
後
期
基
本

　
　
　
計
画
は
前
期
５
年
間
の
基

本
計
画
を
検
証
し
、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
新
た
に
計
画
を
す
る
も
の
だ

と
認
識
し
て
い
ま
す
が
内
容
は
ほ

ぼ
前
期
の
計
画
と
同
じ
で
す
。

　そ
の一
部
で
す
が
、
基
本
政
策
４

は
「
自
然
と
共
に
生
き
　快
適
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
り

重
点
戦
略
は
「
環
境
保
全
と
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
等
の
推

進
」
と
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
主
な
事
業
は
「
バ
イ
オ
マ

ス
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用

の
推
進
」
で
す
が
、
実
際
の
事
業

は
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
購
入
費

助
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

標
題
は
立
派
で
す
が
実
際
の
事
業

内
容
は
だ
い
ぶ
規
模
が
小
さ
い
と

思
い
ま
す
し
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

の
補
助
金
は
予
算
規
模
は
少
額
で

す
。
ど
こ
ま
で
本
気
の
計
画
か
を

問
う
。

　
　
　町
が
実
施
主
体
で
行
う
こ

　
　
　と
に
は
限
界
が
あ
る
。
ぜ

ひ
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

質問

答弁

Q
湯
沢
町
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て
問
う

湯沢高原ロープウェイ

マンション群
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湯沢高原ロープウェイ
契約更新について問う

来年、仮契約が否決されても損害賠償の
必要はないと考える。（後日訂正あり）

髙　橋　五輪夫Q
A

&

廃墟化したマンションだらけの
所に人が集まりますか？

人口減少の克服として居住用として
購入していただくことが大事。

並　木　利　彦Q
A

&

　　
　
平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら

　
　
　
平
成
29
年
3
月
31
日
の
５

年
間
が
契
約
期
間
で
あ
り
契
約
書

に
は
契
約
満
了
の
1
年
前
つ
ま
り

今
月
の
31
日
ま
で
に
湯
沢
町
・
ハ

イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
㈱
の
い
ず
れ
か

よ
り
書
面
に
て
更
新
拒
絶
の
申
し

出
が
な
い
限
り
、
引
き
続
き
5
年

間
契
約
す
る
、
と
あ
り
ま
す
。

契
約
内
容
は
今
後
1
年
か
け
て
精

査
し
来
年
の
議
会
で
議
決
を
取
る

と
言
っ
て
も
、
仮
に
議
会
で
否
決

す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
相
手
企
業
に

対
し
て
契
約
不
履
行
に
な
り
、
損

害
賠
償
も
考
え
ら
れ
、
議
会
で
は

継
続
を
否
決
す
る
こ
と
自
体
が
不

可
能
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
今
後一年
間
か
け
て
契
約
内
容

を
見
直
す
に
せ
よ
、
来
年
3
月
に

議
会
の
議
決
を
得
る
と
い
う
の

は
、
す
で
に
契
約
を
断
る
こ
と
が

で
き
な
い
よ
う
な
判
断
に（
民
意
）

な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
？

　
　
　仮
契
約
が
否
決
さ
れ
、
相

　
　
　手
方
が
何
ら
か
の
被
害
を

被
っ
た
と
し
て
も
損
害
賠
償
の
必

要
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

訂
正
後
の
答
弁

「
本
契
約
を
遵
守
し
な
い
た
め
に

生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
は
相
手
方

に
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
損
害
賠
償
を
求
め
ら
れ
る
可

能
性
が
な
い
と
は
言
え
な
い
と
こ

ろ
で
す
。

質問　　
　
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
と
の 

共

　
　
　
存
共
栄
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン

廃
墟
化
の
防
止
策
。『
湯
沢
町
自

治
会
の
認
定
基
準
等
に
関
す
る 

要
綱
』
も
で
き
、
積
極
的
に
定
住

し
て
頂
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う

が
？　

　
　マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
と

　
　
　意
見
交
換
を
行
な
い
共
存

共
栄
し
て
い
く
。

　
　
　
マ
ン
シ
ョ 

ン
交
流
促
進
事

　
　
　
業
補
助
金
の
使
い
方
も
、

共
に
汗
を
か
き
、
湯
沢
町
の
た
め

に
な
る
事
業
に
支
出
す
べ
き
で

は
？　

　
　補
助
金
の
目
的
が
、
マ
ン

　
　
　シ
ョ
ン
住
民
と
の
交
流
促

進
で
あ
る
た
め
、
今
ま
で
通
り
と

し
た
い
。 

　　
　
土
樽
地
区
は
、
観
光
施
設

　
　
　
が
散
在
。
湯
沢
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
パ
ー
ク
周
辺
に
、
川
遊
び
時

に 

使
う
ト
イ
レ
、
ホ
タ
ル
資
料

館
、
体
験
工
房
な
ど
の
総
合
的
な

公
園
が
あ
れ
ば
、
滞
在
時
間
が 

延
び
る
の
で
は
？
。

　
　
　必
要
と
は
思
う
。
民
間
の

　
　
　後
押
し
は
で
き
る
が
、

近
々
に
造
り
上
げ 

て
い
く
こ
と
は

困
難
。

　
　
　『
ビ
ー
コ
ン
』
を
使
い
、

　
　
　
情
報
を
発
信
す
る
の
が

手
っ
取
り
早
い
が
、
そ
の
整
備
は

い
ろ
い
ろ
と
問
題
が
あ
る
。
Q
R

コ
ー
ド
を
観
光
箇
所
等
で
外
国
人

対
応
や
観
光
紹
介
な
ど
で
活
用
し 

て
は
？ 

　
　
　Q
R
コ
ー
ド
の
ど
の
よ
う

　
　
　な
使
い
方
が
有
効
か
検
討

し
て
い
く
。

　
　
　
町
の
情
報
で
新
規
、
更
新

　
　
　
が
あ
っ
た
場
合
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
周
知
発
信
し
て
は
？

　
　
　新
着
情
報
を
読
み
に
き
て

　
　
　頂
く
。

　
　
　
U
I
タ
ー
ン
の
賃
貸
住
宅      

　
　
　
家
賃
等
補
助
金
に
於
て
就

職
形
態
が
、
派
遣
社 

員
・
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
の

方
は
対
象
で
は
な
い
。
町
に
あ
っ

た
独
自
の
も
の 

に
し
て
は
？

　
　
　長
期
の
定
住
促
進
と
考
え

　
　
　て
い
る
の
で
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
る
と
思
わ
な
い
。

　
　
　
若
手
の
起
業
は
、
隙
間
産

　
　
　
業
に
飛
び
込
む
こ
と
が

手
っ
取
り
早
い
。
隙
間
を
探
す
と

き
に 

町
の
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
発
信
す
る
こ
と
が
大
事
だ
が
？

　
　
　商
工
会
が
起
業
支
援
セ
ン

　
　
　タ
ー
を
設
置
運
営
。
町
も

起
業
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

　
　
　
今
回
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

　
　
　
開
催
は
、
経
年
で
の
観
光

客
の
増
加
が
成
功
で
あ
り
、
今
後

ど 

の
よ
う
に
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
効

果
を
持
続
す
る
の
か
？

　
　
　広
報
戦
略
に
取
入
れ
、
各

　
　
　ス
キ
ー
場
と
も
連
携
し
て

い
く
。

　
　
　
雪
不
足
等
で
宿
泊
施
設
等

　
　
　
の
売
り
上
げ
は
減
少
と
予

想
。
町
と
し
て
の
支
援
等
の
施
策

は
？　

　
　悪
影
響
が
で
れ
ば
緊
急
対

　
　
　策
を
す
る
。
登
山
や
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
等
、
宿
泊
や
飲
食
の

消
費
に
結
び
付
け
る
。
観
光
等
の

補
助
金
も
見
直
し
対
応
す
る
。 

質問質問質問

答弁

答弁

質問

質問質問 答弁

質問答弁質問答弁質問答弁 答弁

答弁

答弁答弁

　　
　
今
後
５
年
間
の
後
期
基
本

　
　
　
計
画
は
前
期
５
年
間
の
基

本
計
画
を
検
証
し
、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
新
た
に
計
画
を
す
る
も
の
だ

と
認
識
し
て
い
ま
す
が
内
容
は
ほ

ぼ
前
期
の
計
画
と
同
じ
で
す
。

　そ
の一
部
で
す
が
、
基
本
政
策
４

は
「
自
然
と
共
に
生
き
　快
適
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
り

重
点
戦
略
は
「
環
境
保
全
と
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
等
の
推

進
」
と
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
主
な
事
業
は
「
バ
イ
オ
マ

ス
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用

の
推
進
」
で
す
が
、
実
際
の
事
業

は
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
購
入
費

助
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

標
題
は
立
派
で
す
が
実
際
の
事
業

内
容
は
だ
い
ぶ
規
模
が
小
さ
い
と

思
い
ま
す
し
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

の
補
助
金
は
予
算
規
模
は
少
額
で

す
。
ど
こ
ま
で
本
気
の
計
画
か
を

問
う
。

　
　
　町
が
実
施
主
体
で
行
う
こ

　
　
　と
に
は
限
界
が
あ
る
。
ぜ

ひ
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

質問

答弁

Q
湯
沢
町
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て
問
う

湯沢高原ロープウェイ

マンション群
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・
実
施
す
る
と
す
れ
ば
、
い
つ
の
時
期
が
よ
い
の
か
。

　
　
　
・
対
象
学
年
は
何
年
生
に
す
る
の
が
よ
い
の
か
。

　
　
　〈
教
育
長
答
弁
〉

　
　
　
実
施
し
た
事
例
や
議
員
の
思
い
入
れ
な
ど
を
勘
案
し
て
議
会
事
務

局
か
ら
テ
ー
マ
な
ど
骨
子
を
提
案
し
て
頂
き
、
教
育
委
員
会
と
学
園
管
理

職
も
含
め
て
具
体
的
に
計
画
す
る
。

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
大
会
が
２
月
13
日
・
14
日
の
２

日
間
、
苗
場
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ

れ
、
ス
キ
ー
と
観
光
の
町
・
湯
沢

町
は
、
外
国
人
の
誘
客
に
向
け
た

起
爆
剤
に
な
る
と
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
湯
沢
苗
場
大
会
は
多
く
の
ス

キ
ー
フ
ァ
ン
に
感
動
を
与
え
、
大

成
功
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
し
か
し
、
開
催
に
当
た
り
、
多

く
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
町
の
負
担
は
7
、
0
0
0

　
　
　
万
円
の
他
に
支
出
は
ど
の

く
ら
い
に
な
る
の
か
、
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
推
進
室
の
事
務
費
と
広
告

宣
伝
費
の
内
訳
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
収
支
に
つ
い
て
現
在
、
精

　
　
　
算
中
で
あ
る
た
め
決
算
が

出
て
い
な
い
。
決
算
確
定
後
、
速

や
か
に
報
告
さ
せ
て
頂
く
。

　
　
　「
経
済
効
果（
広
告
換
算
）

　
　
　
15
億
円
が
見
込
ま
れ
る
」

と
広
報
し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
頃

ど
の
よ
う
な
経
済
効
果
が
出
る
の

か
。

　
　
　
ス
キ
ー
の
町
湯
沢
の
宣
伝

　
　
　
と
し
て
は
非
常
に
大
き
い

スキーW杯大会開催に伴う
結果について

決算確定後速やかに報告する。

関　 忠 夫Q
A

&

効
果
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

国
内
外
に
広
く
周
知
で
き
た
こ
と

か
ら
、
来
年
度
以
降
に
効
果
が
出

て
来
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
町
内
に
よ
っ
て
は
盛
り
上

　
　
　
が
り
が
あ
ま
り
な
か
っ
た

よ
う
に
感
じ
た
が
、
主
催
者
と
し

て
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
。

　
　
　
浅
貝
地
区
や
温
泉
通
り
で

　
　
　
は
通
り
に
フ
ラ
ッ
グ
が
は

た
め
き
、
各
町
内
会
の
庭
先
や
窓

に
は
あ
ち
こ
ち
に
Ｗ
カ
ッ
プ
の
上

り
旗
や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
が
飾
ら
れ

て
お
り
、
町
民
も
様
々
な
関
わ
り

を
持
っ
て
こ
の
大
会
が
成
功
し
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
子
供
た
ち
に
感
動
と
希
望

　
　
　
を
与
え
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
、
こ
れ
か
ら
の
子
供
た
ち
に
、

一流
の
ス
キ
ー
選
手
に
な
る
た
め

の
支
援
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　
子
ど
も
た
ち
に
競
技
ス
キ

　
　
　
ー
の
育
成
を
す
る
組
織
と

し
て
湯
沢
町
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選

手
育
成
会
が
あ
る
。
こ
れ
を
拠
点

に
更
に
強
化
し
て
い
き
た
い
。

質問答弁

質問答弁 質問答弁

質問答弁

質問答弁

　
　
　
日
本
の
子
ど
も
の
相
対
的

　
　
　
貧
困
率
は
16
・
2
%
。
中

で
も
一
人
親
世
帯
の
貧
困
率
は

54
・
6
%
だ
が
、
湯
沢
町
の
実
態

は
ど
う
か
。

　
　
　
町
の一
人
親
世
帯
は
79
世

　
　
　
帯
。
そ
の
う
ち
55
世
帯
は

社
会
保
険
に
加
入
し
て
お
り
、
毎

月
一
定
の
給
与
収
入
が
あ
る
世
帯

だ
。

　
残
り
の
世
帯
は
扶
養
手
当
の
全

額
支
給
者
で
あ
る
。
そ
れ
は
母
と

子
ど
も
一
人
の
場
合
年
収
が

1
3
0
万
円
未
満
な
の
で
、
全
体

の
4
割
近
い
世
帯
が
そ
の
よ
う
な

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
年
収
1
3
0
万
円
の
暮
ら

　
　
　
し
と
は
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

そ
の
も
の
だ
。

　
　
　
国
は
、
都
道
府
県
が
国
保

　
　
　
の
保
険
者
に
な
る
こ
と
の

地
な
ら
し
と
し
て
、
1
、
7
0
0

億
円
を
保
険
料
軽
減
の
財
源
と
し

て
各
市
町
村
に
配
分
し
た
と
言

う
。
湯
沢
町
は
ど
れ
だ
け
の
配
分

を
受
け
、
そ
れ
を
何
に
充
当
し
た

の
か
。

　
　
　
保
険
基
盤
安
定
負
担
金

　
　
　
保
険
者
支
援
分
と
し
て

8
8
1
・
5
万
円
を
受
け
た
。

　
　
　
こ
の
交
付
金
は
国
保
税
を

　
　
　
下
げ
る
た
め
の
交
付
で
、

国
は一人
当
た
り
５
千
円
は
下
が

る
は
ず
だ
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
下
が
っ
た
と
い
う
説
明
が

町の国保財政への国からの
支援はどのように行われたのか

佐　藤　守　正Q
A

&

欲
し
い
。

　
こ
の
配
分
は
年
度
当
初
か
ら
分

か
っ
て
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
27
年

度
の
保
険
料
の
引
き
上
げ
は
必
要

な
か
っ
た
は
ず
だ
。

　
　
　
町
の
被
保
険
者
数
が

　
　
　
3
0
0
人
ほ
ど
減
る
た
め
、

予
定
し
て
い
る
国
保
税
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
国
の
支
援
が
増
え

た
に
し
て
も
税
率
を
上
げ
て
保
険

料
収
入
を
確
保
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
。

　
　
　
こ
の
支
援
金
は
、
保
険
税

　
　
　
を
下
げ
る
以
前
に
、
被
保

険
者
の
減
少
に
よ
る
収
入
減
で
消

え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の

か
。
ま
た
今
年
も
保
険
税
引
き
上

げ
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
法
定
外
繰
り
入
れ
が
難
し

　
　
　
い
の
で
、
若
干
の
引
き
上

げ
を
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

質問質問 答弁

質問質問 答弁

質問答弁 答弁答弁

質問 答弁

　一人
親
世
帯
に
は
児
童
扶
養
手

当
が
支
給
さ
れ
る
が
、
申
請
が
必

要
で
あ
る
。
も
れ
な
く
申
請
を
し

て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
離
婚
の
届
け
が
あ
っ
た
時

　
　
　
に
は
窓
口
で
扶
養
手
当
の

こ
と
は
説
明
し
、
手
続
き
を
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
支
給
漏
れ
は
な

い
と
思
う
。

　
　
　
申
請
の
手
続
き
な
ど
で
難

　
　
　
渋
す
る
方
も
居
る
と
予
想

さ
れ
る
が
、
救
済
の
手
だ
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
申
請
書
に
は
記
入
す
べ
き

　
　
　
所
得
情
報
な
ど
可
能
な
限

り
役
場
の
方
で
記
入
し
て
届
け
て

い
る
の
で
、
記
入
で
難
儀
を
す
る

こ
と
は
な
い
。

Q
湯
沢
町
に
お
け
る

一
人
親
世
帯
の
生
活
状
況
は

Q
子
ど
も
議
会
開
催
の

準
備
状
況
に
つ
い
て

FISアルペンスキーワールドカップ2016 湯沢苗場大会

８８１万５千円を受けたが
税率は上げざるを得なかった。
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・
実
施
す
る
と
す
れ
ば
、
い
つ
の
時
期
が
よ
い
の
か
。

　
　
　
・
対
象
学
年
は
何
年
生
に
す
る
の
が
よ
い
の
か
。

　
　
　〈
教
育
長
答
弁
〉

　
　
　
実
施
し
た
事
例
や
議
員
の
思
い
入
れ
な
ど
を
勘
案
し
て
議
会
事
務

局
か
ら
テ
ー
マ
な
ど
骨
子
を
提
案
し
て
頂
き
、
教
育
委
員
会
と
学
園
管
理

職
も
含
め
て
具
体
的
に
計
画
す
る
。

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
大
会
が
２
月
13
日
・
14
日
の
２

日
間
、
苗
場
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ

れ
、
ス
キ
ー
と
観
光
の
町
・
湯
沢

町
は
、
外
国
人
の
誘
客
に
向
け
た

起
爆
剤
に
な
る
と
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
湯
沢
苗
場
大
会
は
多
く
の
ス

キ
ー
フ
ァ
ン
に
感
動
を
与
え
、
大

成
功
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
し
か
し
、
開
催
に
当
た
り
、
多

く
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
町
の
負
担
は
7
、
0
0
0

　
　
　
万
円
の
他
に
支
出
は
ど
の

く
ら
い
に
な
る
の
か
、
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
推
進
室
の
事
務
費
と
広
告

宣
伝
費
の
内
訳
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
収
支
に
つ
い
て
現
在
、
精

　
　
　
算
中
で
あ
る
た
め
決
算
が

出
て
い
な
い
。
決
算
確
定
後
、
速

や
か
に
報
告
さ
せ
て
頂
く
。

　
　
　「
経
済
効
果（
広
告
換
算
）

　
　
　
15
億
円
が
見
込
ま
れ
る
」

と
広
報
し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
頃

ど
の
よ
う
な
経
済
効
果
が
出
る
の

か
。

　
　
　
ス
キ
ー
の
町
湯
沢
の
宣
伝

　
　
　
と
し
て
は
非
常
に
大
き
い

スキーW杯大会開催に伴う
結果について

決算確定後速やかに報告する。

関　 忠 夫Q
A

&

効
果
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

国
内
外
に
広
く
周
知
で
き
た
こ
と

か
ら
、
来
年
度
以
降
に
効
果
が
出

て
来
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
町
内
に
よ
っ
て
は
盛
り
上

　
　
　
が
り
が
あ
ま
り
な
か
っ
た

よ
う
に
感
じ
た
が
、
主
催
者
と
し

て
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
。

　
　
　
浅
貝
地
区
や
温
泉
通
り
で

　
　
　
は
通
り
に
フ
ラ
ッ
グ
が
は

た
め
き
、
各
町
内
会
の
庭
先
や
窓

に
は
あ
ち
こ
ち
に
Ｗ
カ
ッ
プ
の
上

り
旗
や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
が
飾
ら
れ

て
お
り
、
町
民
も
様
々
な
関
わ
り

を
持
っ
て
こ
の
大
会
が
成
功
し
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
子
供
た
ち
に
感
動
と
希
望

　
　
　
を
与
え
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
、
こ
れ
か
ら
の
子
供
た
ち
に
、

一流
の
ス
キ
ー
選
手
に
な
る
た
め

の
支
援
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　
子
ど
も
た
ち
に
競
技
ス
キ

　
　
　
ー
の
育
成
を
す
る
組
織
と

し
て
湯
沢
町
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選

手
育
成
会
が
あ
る
。
こ
れ
を
拠
点

に
更
に
強
化
し
て
い
き
た
い
。

質問答弁

質問答弁 質問答弁

質問答弁

質問答弁

　
　
　
日
本
の
子
ど
も
の
相
対
的

　
　
　
貧
困
率
は
16
・
2
%
。
中

で
も
一
人
親
世
帯
の
貧
困
率
は

54
・
6
%
だ
が
、
湯
沢
町
の
実
態

は
ど
う
か
。

　
　
　
町
の一
人
親
世
帯
は
79
世

　
　
　
帯
。
そ
の
う
ち
55
世
帯
は

社
会
保
険
に
加
入
し
て
お
り
、
毎

月
一
定
の
給
与
収
入
が
あ
る
世
帯

だ
。

　
残
り
の
世
帯
は
扶
養
手
当
の
全

額
支
給
者
で
あ
る
。
そ
れ
は
母
と

子
ど
も
一
人
の
場
合
年
収
が

1
3
0
万
円
未
満
な
の
で
、
全
体

の
4
割
近
い
世
帯
が
そ
の
よ
う
な

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
年
収
1
3
0
万
円
の
暮
ら

　
　
　
し
と
は
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

そ
の
も
の
だ
。

　
　
　
国
は
、
都
道
府
県
が
国
保

　
　
　
の
保
険
者
に
な
る
こ
と
の

地
な
ら
し
と
し
て
、
1
、
7
0
0

億
円
を
保
険
料
軽
減
の
財
源
と
し

て
各
市
町
村
に
配
分
し
た
と
言

う
。
湯
沢
町
は
ど
れ
だ
け
の
配
分

を
受
け
、
そ
れ
を
何
に
充
当
し
た

の
か
。

　
　
　
保
険
基
盤
安
定
負
担
金

　
　
　
保
険
者
支
援
分
と
し
て

8
8
1
・
5
万
円
を
受
け
た
。

　
　
　
こ
の
交
付
金
は
国
保
税
を

　
　
　
下
げ
る
た
め
の
交
付
で
、

国
は一人
当
た
り
５
千
円
は
下
が

る
は
ず
だ
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
下
が
っ
た
と
い
う
説
明
が

町の国保財政への国からの
支援はどのように行われたのか

佐　藤　守　正Q
A

&

欲
し
い
。

　
こ
の
配
分
は
年
度
当
初
か
ら
分

か
っ
て
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
27
年

度
の
保
険
料
の
引
き
上
げ
は
必
要

な
か
っ
た
は
ず
だ
。

　
　
　
町
の
被
保
険
者
数
が

　
　
　
3
0
0
人
ほ
ど
減
る
た
め
、

予
定
し
て
い
る
国
保
税
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
国
の
支
援
が
増
え

た
に
し
て
も
税
率
を
上
げ
て
保
険

料
収
入
を
確
保
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
。

　
　
　
こ
の
支
援
金
は
、
保
険
税

　
　
　
を
下
げ
る
以
前
に
、
被
保

険
者
の
減
少
に
よ
る
収
入
減
で
消

え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の

か
。
ま
た
今
年
も
保
険
税
引
き
上

げ
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
法
定
外
繰
り
入
れ
が
難
し

　
　
　
い
の
で
、
若
干
の
引
き
上

げ
を
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

質問質問 答弁

質問質問 答弁

質問答弁 答弁答弁

質問 答弁

　一人
親
世
帯
に
は
児
童
扶
養
手

当
が
支
給
さ
れ
る
が
、
申
請
が
必

要
で
あ
る
。
も
れ
な
く
申
請
を
し

て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
離
婚
の
届
け
が
あ
っ
た
時

　
　
　
に
は
窓
口
で
扶
養
手
当
の

こ
と
は
説
明
し
、
手
続
き
を
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
支
給
漏
れ
は
な

い
と
思
う
。

　
　
　
申
請
の
手
続
き
な
ど
で
難

　
　
　
渋
す
る
方
も
居
る
と
予
想

さ
れ
る
が
、
救
済
の
手
だ
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
申
請
書
に
は
記
入
す
べ
き

　
　
　
所
得
情
報
な
ど
可
能
な
限

り
役
場
の
方
で
記
入
し
て
届
け
て

い
る
の
で
、
記
入
で
難
儀
を
す
る

こ
と
は
な
い
。

Q
湯
沢
町
に
お
け
る

一
人
親
世
帯
の
生
活
状
況
は

Q
子
ど
も
議
会
開
催
の

準
備
状
況
に
つ
い
て

FISアルペンスキーワールドカップ2016 湯沢苗場大会

８８１万５千円を受けたが
税率は上げざるを得なかった。
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後期基本計画の「基本政策6項目」、「19の重点戦略」、
「町の財政認識」が5年前の前町長と同じとはいかに

町の財政構造は同じ、厳しい財政
状況をふまえて行政運営にあたる。

角　谷　 勉Q
A

&

湯沢町における違法民泊等の
実態と今後の対応は。

国が規制緩和の方向で動いているので、
地方自治体が規制を加えることは難しい。

南　雲　 正Q
A

&

　　
　
外
国
人
観
光
客
の
急
増
に

　
　
　
対
応
す
る
た
め
、
国
は
民

泊
の
新
ル
ー
ル
の
策
定
を
急
い
で

い
る
。
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
の

部
屋
等
が
新
し
い
ル
ー
ル
に
よ
っ

て
宿
泊
施
設
に
転
用
さ
れ
る
よ
う

な
事
態
が
発
生
す
る
と
、
宿
泊
を

観
光
産
業
の
基
盤
と
す
る
町
の
宿

泊
産
業
の
経
営
基
盤
が
根
本
か
ら

崩
れ
か
ね
な
い
。

　
既
に
湯
沢
町
で
も
、
海
外
で
最

大
規
模
を
誇
る
と
い
わ
れ
て
い
る

民
泊
仲
介
サ
イ
ト
に
登
録
さ
れ
て

い
る
物
件
も
多
数
あ
る
。

　
町
で
は
ど
の
程
度
の
現
状
を
把

握
し
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
う
え

で
の
今
後
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
民

泊
規
制
は
管
理
規
約
等
に
よ
る
対

策
し
か
な
く
、
湯
沢
町
リ
ゾ
ー
ト

マ
ン
シ
ョ
ン
連
合
会
へ
の
働
き
か
け

が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
。

　
　
　民
泊
を
拒
む
場
合
は
各
マ

　
　
　ン
シ
ョ
ン
の
管
理
規
約
に

よ
っ
て
対
処
す
る
の
が
唯一の
手
段

と
考
え
て
い
る
、
マ
ン
シ
ョ
ン
毎

に
民
泊
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
検

討
願
い
た
い
。
ま
た
心
配
さ
れ
る

事
柄
に
つ
い
て
も
観
光
協
会
と
共

に
対
策
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

質問

答弁

　　
　
こ
の
５
年
間
に
は
東
北
大

　
　
　
地
震
、
福
島
第
一
原
発
事

故
が
あ
り
、
政
権
も
変
わ
り
政
策

も
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　
湯
沢
町
も
湯
沢
学
園
の
建
設
は

38
億
円
以
内
が
５２
億
円
以
上
に
、

湯
沢
高
原
は
5
年
で
約
7
億
円
、

10
年
で
10
億
円
の
投
資
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
町
の
財
政
は
、

税
収
や
貯
金
は
大
き
く
減
少
し
、

借
金
は
大
幅
に
増
え
財
政
数
値
も

年
々
悪
化
し
て
い
る
。
社
会
情
勢

や
町
の
財
政
は
大
き
く
変
わ
り
つ

つ
あ
る
と
考
え
る
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
六
つ
の

基
本
政
策
」、「
１９
の
重
点
戦
略
」

「
湯
沢
町
の
財
政
の
現
状
認
識
」

が
前
町
長
と
同
じ
で
あ
る
。「
町

を
変
え
た
い
」
な
ら
田
村
町
長
の

言
葉
で
、
田
村
町
長
の
色
を
出
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　町
の
財
政
構
造
は
変
わ
っ

　
　
　て
い
な
い
。
基
本
計
画
に

そ
っ
て
厳
し
い
財
政
状
況
を
ふ
ま

え
て
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
あ
げ
る
よ
う
行
政
運
営
に
努

め
る
。

質問

答弁　　
　
他
の
市
町
村
は
後
期
基
本

　
　
　
計
画
の
財
源
的
な
裏
づ
け

と
し
て
財
政
計
画
を
策
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
で
は
「
総
合
計
画
は
、
財
政
状

況
を
踏
ま
え
て
策
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
定
め
て
あ
る
。
後

期
基
本
計
画
に
基
づ
い
た
財
政
計

画
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　他
の
市
町
村
を
参
考
に
検

　
　
　討
す
る
。

　　
　
雪
国
観
光
圏
の
日
本
型
　

　
　
　
D
M
O
（
観
光
地
づ
く
り

の
戦
略
を
策
定
、
実
施
す
る
た
め

の
調
整
機
能
を
を
備
え
た
組
織
）

の
位
置
づ
け
と
町
の
具
体
的
支
援

は
。

　
　
　戦
略
等
年
末
ま
で
に
明
確

　
　
　に
な
る
予
定
。
従
来
同
様

の
支
援
を
す
る
。

　　
　「
外
国
人
労
働
者
の
受
け

　
　
　
入
れ
拡
大
は
、
若
者
、
女

性
、
高
齢
者
等
の
雇
用
機
会
の
喪

失
や
、
労
働
条
件
等
の
改
善
を
妨

げ
る
懸
念
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
医
療
、
社
会
保
障
、
教
育
、

治
安
等
検
討
し
、
10
年
後
、
20

年
後
を
見
据
え
て
方
針
を
。

　
　
　外
国
人
労
働
力
は
必
要
と

　
　
　考
え
る
が
、
他
市
町
村
を

視
察
し
検
討
す
る
。

　　
　
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
が

　
　
　
成
功
し
た
こ
と
は
賞
賛
す

べ
き
で
あ
る
。
波
及
効
果
を
検
証

し
、
今
後
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

対
応
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。ま
た
、

5
、
0
0
0
万
円
追
加
時
の
町
長

の
給
与
半
減
に
つ
い
て
の
対
応

は
。　

　
　清
算
終
了
後
に
判
断
す
る
。

質問質問 答弁

質問質問

答弁

答弁 答弁

　
　
　
全
国
童
画
展
の
20
回
の
開

　
　
　
催
を
記
念
し
て
、
23
年
に

わ
た
り
湯
沢
の
童
画
文
化
を
全
国
、

世
界
に
発
信
し
て
き
た
関
係
者
の

努
力
に
応
え
、
湯
沢
独
自
の
童
画

文
化
を
後
世
に
残
す
た
め
の
拠
点

施
設
「
童
画
美
術
館
」
の
建
設
を

決
断
す
る
時
が
来
た
。
W
杯
ア
ル

ペ
ン
ス
キ
ー
湯
沢
苗
場
大
会
の
開

催
で
、
世
界
へ
の
ス
キ
ー
文
化
の
発

信
、
ス
キ
ー
産
業
へ
の
起
爆
剤
、

子
供
達
に
夢
を
与
え
る
と
い
う
無

形
文
化
の
醸
成
、
確
立
に
成
功
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
次
は
、
湯
沢
の
童
画
文
化
と
い

う
有
形
文
化
を
後
世
に
残
す
こ
と

の
実
現
こ
そ
町
長
の
開
花
八
策
の

構
想
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い

か
。

　
W
杯
の
開
催
は
、
新
た
な
予
算

の
組
み
立
て
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
童

画
美
術
館
建
設
費
は
既
に
1
億
円

の
基
金
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
地

方
創
生
元
年
の
今
こ
そ
、
建
設
に

着
手
す
べ
き
時
で
あ
る
。
町
長
の

勇
気
あ
る
決
断
を
望
む
。

　
　
　20
年
間
も
1
億
円
と
い
う

　
　
　基
金
が
あ
る
中
で
、
建
設

に
い
た
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

を
慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

QA
第
20
回「
日
本
童
画
の
父
、川
上
四
郎
記
念

越
後
湯
沢
全
国
童
画
展
」開
催
に
合
わ
せ
て

「
童
画
美
術
館
」建
設
の
決
断
を
。

様
々
な
状
況
を
勘
案
し
、
検
討
し
て
い
る
の
で
、

も
う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

QA 「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」で
定
め
て
あ
り
、

他
の
市
町
村
は
策
定
し
て
い
る
財
政
計
画
を

策
定
す
べ
き
で
は

他
の
市
町
村
を
参
考
に
検
討
す
る
。

質問

答弁

い
、
今
し
ば
ら
く
時
間
を
頂
き
た

い
。

リゾートマンション群

第20回 全国童画展のオープンセレモニー
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後期基本計画の「基本政策6項目」、「19の重点戦略」、
「町の財政認識」が5年前の前町長と同じとはいかに

町の財政構造は同じ、厳しい財政
状況をふまえて行政運営にあたる。

角　谷　 勉Q
A

&

湯沢町における違法民泊等の
実態と今後の対応は。

国が規制緩和の方向で動いているので、
地方自治体が規制を加えることは難しい。

南　雲　 正Q
A

&

　　
　
外
国
人
観
光
客
の
急
増
に

　
　
　
対
応
す
る
た
め
、
国
は
民

泊
の
新
ル
ー
ル
の
策
定
を
急
い
で

い
る
。
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
の

部
屋
等
が
新
し
い
ル
ー
ル
に
よ
っ

て
宿
泊
施
設
に
転
用
さ
れ
る
よ
う

な
事
態
が
発
生
す
る
と
、
宿
泊
を

観
光
産
業
の
基
盤
と
す
る
町
の
宿

泊
産
業
の
経
営
基
盤
が
根
本
か
ら

崩
れ
か
ね
な
い
。

　
既
に
湯
沢
町
で
も
、
海
外
で
最

大
規
模
を
誇
る
と
い
わ
れ
て
い
る

民
泊
仲
介
サ
イ
ト
に
登
録
さ
れ
て

い
る
物
件
も
多
数
あ
る
。

　
町
で
は
ど
の
程
度
の
現
状
を
把

握
し
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
う
え

で
の
今
後
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
民

泊
規
制
は
管
理
規
約
等
に
よ
る
対

策
し
か
な
く
、
湯
沢
町
リ
ゾ
ー
ト

マ
ン
シ
ョ
ン
連
合
会
へ
の
働
き
か
け

が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
。

　
　
　民
泊
を
拒
む
場
合
は
各
マ

　
　
　ン
シ
ョ
ン
の
管
理
規
約
に

よ
っ
て
対
処
す
る
の
が
唯一の
手
段

と
考
え
て
い
る
、
マ
ン
シ
ョ
ン
毎

に
民
泊
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
検

討
願
い
た
い
。
ま
た
心
配
さ
れ
る

事
柄
に
つ
い
て
も
観
光
協
会
と
共

に
対
策
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

質問

答弁

　　
　
こ
の
５
年
間
に
は
東
北
大

　
　
　
地
震
、
福
島
第
一
原
発
事

故
が
あ
り
、
政
権
も
変
わ
り
政
策

も
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　
湯
沢
町
も
湯
沢
学
園
の
建
設
は

38
億
円
以
内
が
５２
億
円
以
上
に
、

湯
沢
高
原
は
5
年
で
約
7
億
円
、

10
年
で
10
億
円
の
投
資
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
町
の
財
政
は
、

税
収
や
貯
金
は
大
き
く
減
少
し
、

借
金
は
大
幅
に
増
え
財
政
数
値
も

年
々
悪
化
し
て
い
る
。
社
会
情
勢

や
町
の
財
政
は
大
き
く
変
わ
り
つ

つ
あ
る
と
考
え
る
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
六
つ
の

基
本
政
策
」、「
１９
の
重
点
戦
略
」

「
湯
沢
町
の
財
政
の
現
状
認
識
」

が
前
町
長
と
同
じ
で
あ
る
。「
町

を
変
え
た
い
」
な
ら
田
村
町
長
の

言
葉
で
、
田
村
町
長
の
色
を
出
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　町
の
財
政
構
造
は
変
わ
っ

　
　
　て
い
な
い
。
基
本
計
画
に

そ
っ
て
厳
し
い
財
政
状
況
を
ふ
ま

え
て
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
あ
げ
る
よ
う
行
政
運
営
に
努

め
る
。

質問

答弁　　
　
他
の
市
町
村
は
後
期
基
本

　
　
　
計
画
の
財
源
的
な
裏
づ
け

と
し
て
財
政
計
画
を
策
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
で
は
「
総
合
計
画
は
、
財
政
状

況
を
踏
ま
え
て
策
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
定
め
て
あ
る
。
後

期
基
本
計
画
に
基
づ
い
た
財
政
計

画
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　他
の
市
町
村
を
参
考
に
検

　
　
　討
す
る
。

　　
　
雪
国
観
光
圏
の
日
本
型
　

　
　
　
D
M
O
（
観
光
地
づ
く
り

の
戦
略
を
策
定
、
実
施
す
る
た
め

の
調
整
機
能
を
を
備
え
た
組
織
）

の
位
置
づ
け
と
町
の
具
体
的
支
援

は
。

　
　
　戦
略
等
年
末
ま
で
に
明
確

　
　
　に
な
る
予
定
。
従
来
同
様

の
支
援
を
す
る
。

　　
　「
外
国
人
労
働
者
の
受
け

　
　
　
入
れ
拡
大
は
、
若
者
、
女

性
、
高
齢
者
等
の
雇
用
機
会
の
喪

失
や
、
労
働
条
件
等
の
改
善
を
妨

げ
る
懸
念
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
医
療
、
社
会
保
障
、
教
育
、

治
安
等
検
討
し
、
10
年
後
、
20

年
後
を
見
据
え
て
方
針
を
。

　
　
　外
国
人
労
働
力
は
必
要
と

　
　
　考
え
る
が
、
他
市
町
村
を

視
察
し
検
討
す
る
。

　　
　
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
が

　
　
　
成
功
し
た
こ
と
は
賞
賛
す

べ
き
で
あ
る
。
波
及
効
果
を
検
証

し
、
今
後
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

対
応
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。ま
た
、

5
、
0
0
0
万
円
追
加
時
の
町
長

の
給
与
半
減
に
つ
い
て
の
対
応

は
。　

　
　清
算
終
了
後
に
判
断
す
る
。

質問質問 答弁

質問質問

答弁

答弁 答弁

　
　
　
全
国
童
画
展
の
20
回
の
開

　
　
　
催
を
記
念
し
て
、
23
年
に

わ
た
り
湯
沢
の
童
画
文
化
を
全
国
、

世
界
に
発
信
し
て
き
た
関
係
者
の

努
力
に
応
え
、
湯
沢
独
自
の
童
画

文
化
を
後
世
に
残
す
た
め
の
拠
点

施
設
「
童
画
美
術
館
」
の
建
設
を

決
断
す
る
時
が
来
た
。
W
杯
ア
ル

ペ
ン
ス
キ
ー
湯
沢
苗
場
大
会
の
開

催
で
、
世
界
へ
の
ス
キ
ー
文
化
の
発

信
、
ス
キ
ー
産
業
へ
の
起
爆
剤
、

子
供
達
に
夢
を
与
え
る
と
い
う
無

形
文
化
の
醸
成
、
確
立
に
成
功
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
次
は
、
湯
沢
の
童
画
文
化
と
い

う
有
形
文
化
を
後
世
に
残
す
こ
と

の
実
現
こ
そ
町
長
の
開
花
八
策
の

構
想
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い

か
。

　
W
杯
の
開
催
は
、
新
た
な
予
算

の
組
み
立
て
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
童

画
美
術
館
建
設
費
は
既
に
1
億
円

の
基
金
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
地

方
創
生
元
年
の
今
こ
そ
、
建
設
に

着
手
す
べ
き
時
で
あ
る
。
町
長
の

勇
気
あ
る
決
断
を
望
む
。

　
　
　20
年
間
も
1
億
円
と
い
う

　
　
　基
金
が
あ
る
中
で
、
建
設

に
い
た
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

を
慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

QA
第
20
回「
日
本
童
画
の
父
、川
上
四
郎
記
念

越
後
湯
沢
全
国
童
画
展
」開
催
に
合
わ
せ
て

「
童
画
美
術
館
」建
設
の
決
断
を
。

様
々
な
状
況
を
勘
案
し
、
検
討
し
て
い
る
の
で
、

も
う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

QA 「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」で
定
め
て
あ
り
、

他
の
市
町
村
は
策
定
し
て
い
る
財
政
計
画
を

策
定
す
べ
き
で
は

他
の
市
町
村
を
参
考
に
検
討
す
る
。

質問

答弁

い
、
今
し
ば
ら
く
時
間
を
頂
き
た

い
。

リゾートマンション群

第20回 全国童画展のオープンセレモニー

ゆざわまち 議会だより　第121号　平成28年５月１日発行 22ゆざわまち 議会だより　第121号　平成28年５月１日発行

3月定例会 一般質問 3月定例会 一般質問

23

DIC135



●
発
行
日
／
2016年

5月
1日
　
第
121号

　
　
●
発
行
責
任
者
／
南
雲
　
正
　
〒
949-6192 新

潟
県
南
魚
沼
郡
湯
沢
町
大
字
神
立
300番

地
　
　
●
印
　
刷
／
三
条
印
刷
株
式
会
社

ゆ
ざ
わ
ま
ち議
会
だ
よ
り

2016.5
第
121号

議会だより
ゆ ざ わ ま ち 平成28年

第121号
5月1日発行

平成28年度一般会計予算…………………2
平成28年度一般会計主な支出……………3
町長の施政方針に対する代表質問………4
平成28年度当初予算審査特別委員会…5
平成27年度一般会計補正予算……………9
定例会中の常任委員会審査報告………10
議員発議のゆくえ・執行部提案の討論…11
議員全員協議会……………………………12
3月議会前までの常任委員会調査……13
議員出勤簿・議会活動日誌………………14
議員表決結果報告………………………15
一般質問……………………………………16
編集後記……………………………………24

CONTENTS　目次

あなたと議会を
結
ぶ
架
け
橋

ご意見を
お寄せ
ください

本議会の
内容を確認
できます

　
今
年
の
冬
は
暖
冬
小
雪
で
、
冬

期
の
事
業
関
係
者
に
と
っ
て
は
大

変
厳
し
い
冬
と
な
っ
て
し
ま
い
、

春
が
早
く
来
た
と
喜
ん
で
い
ら
れ

な
い
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。

　
３
月
７
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で

３
月
議
会
が
開
か
れ
、
28
年
度
の

当
初
予
算
の
審
査
が
行
わ
れ
活
発

な
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
わ
か
り
や
す
く
読

み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指

し
、
編
集
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
道
な
か
ば
で
あ
り
ま
す
が
、

今
後
も
委
員
一
同
努
力
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
の
ご
感
想
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
回
の
「
議
会
開
催

の
お
知
ら
せ
」
で
ミ
ス
が
あ
り
、

皆
様
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た

事
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
委
員
　
白
井
　
孝
雄

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
　

員
　

長
　
髙
橋
五
輪
夫

　
副
委
員
長
　
並
　

木
　

利
　

彦

　
委
　
　
員

白 

井 

孝 

雄
・
角 

谷
　
　
勉

岸 

野 

雅 

人
・
髙 

橋 

政 

喜

編
集
後
記

フェイスブックにより議会の活動報告を行ってい
ます。インターネット回線を使い、会員登録する
ことで議会での動きが何時でも確認できます。

❶ 湯沢町ホームページから
❷ 町議会情報を選択
❸ 本会議録音音声中継を選択
❹ 目次から、日付を選択してください。

本会議の内容を
インターネットとラジオで
確認できます。

お寄せ頂いたご意見は今後の議会だより
づくりの参考にさせて頂きます。

●ご意見は300字程度にまとめてお送りください。
●ご住所、氏名（実名）、年齢、性別、電話番号を
明記してください。

●お寄せいただいたご意見・個人情報は議会内で
厳重に管理し、目的以外での使用は致しません。

●ご意見の内容にかかわらず個々の回答は控えさ
せて頂きます。

湯沢町議会は、
みなさまからのご意見・
ご提案をお待ちして
おります。

一般質問には、FMゆきぐにに
よる音声配信をしています。

宛先
郵送
FAX
Eメール

湯沢町議会事務局
〒949-6192 湯沢町大字神立300番地
025-784-3510
gikai@town.yuzawa.lg.jp
http://www.facebook.com/yuzawamachi.gikai/ USTREAMによる、インター

ネット中継配信を行っています。

インターネットにより本会議の
音声配信を行っています。

対象

申込
方法

町内において活動するグループ・団体でおおむ
ね10名以上の会合等。　
専用申込書に必要事項を記入し、湯沢町議会事
務局へご持参いただくか、FAXで送信またはご
郵送ください。Eメールで必要事項を送信してい
ただいても受け付けます。　
申し込み受け付け後、担当の委員会で検討した
上で、開催可否を決定し、ご連絡いたします。
※専用申込書は、
　議会事務局に
　置いてあります。

湯沢町議会事務局
〒949-6194 南魚沼郡湯沢町大字神立300番地
TEL.025-784-3115  FAX.025-784-351
Eメール gikai@town.yuzawa.lg.jp

議員と「まちづくり」について意見交換しませんか

出張意見交換会
　湯沢町議会は、議会運営及び議員の活動に関す
る基本事項を定めた「湯沢町議会基本条例」を昨年
の4月に制定しました。

◆議会基本条例　5条-2より
「議員は地域、組織、団体等町民との意見交
換の場へ積極的に参加し、また場を設けて広
く意見を聴き、政策立案強化を図る責務を有
する」
　これに基づき、議会との意見交換会を希望するグ
ループ・団体のみなさまのところへお伺いします。

お申し込み
お問い合せ先

九州地方の震災で被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。
一日も早く混乱が終息することと
尽力されている皆様の安全とご活躍をお祈り申し上げます。

上熊野の水芭蕉　平成２８年4月3日撮影上熊野の水芭蕉　平成２８年4月3日撮影

平成28年度3月議会（3月7日～23日）
当初予算の審査及び
町長の施政方針に対する代表質問など
白熱した議論が展開されました。
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